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林業技術者の祭典
松川恭佐

南日本では，黒潮めぐる半島に，常緑広葉樹の若葉がかがやき，北方では，残雪まだらの山々 の，奥深い針
葉樹林のあちこちに，百花線舌Lの湿原が大きく展開している。このあたり武蔵野の雑木林でば,新葉を透す鮮
緑が，眼にしぶるという今日この頃である。

山に励む若人たちは，シャツ一枚の軽装に足ごしらえも軽く，リユツクザツクを荷い，早朝のうきい空気挺
胸をふくらませて，われわれの職場の中心，森林地帯に向って出かけるのである。今日も事業の実行に，ある
いは調査に，汗をふりばらって，楽しい戦場での一日だ。今がもっとも働き,よい，山の季節であろう。

このとき東京では，恒例によって，本協会の第12回通常総会が催された。ここに出席の会員は，日焼けし

た現地鋪一線の技術者たちもあり，現地機関の責任者もあり，日夜予算の編成に構想をめぐらす高層建築内の
中堅層人もあり，また，組合活動に情熱を傾ける友だちも見える。かくして全国各地から集った代表会員は，
森林記念会館の一堂にあふれるばかりであった。

総会の内容は，本協会の進路の指示であり，実相の一断面であるから，一，二の所見を記して一般会員への
連絡に供し，また，これからの進みかたについての考察･批判に資したいと思う。

現在の会員数は，前年に比し約10％増加し，総計12.038名と報告された。ここ両三年来11.000～12.000
名が本協会会員の固定数として考えられてきたが，もし上記の増力噸向がしばらくつづくものとしたら，来る

べき創立40周年に15.000名の会員を目標としても余り不当ではないであろう。ただし，それには会員に対
するこの協会の奉仕が，十分に満足されることを，前提としなければならない。

本年は，興林会を日本林業技術協会と改称してから，辛苦の歩承満10年5戦後復興の一期を画したので，

この間，会務に尽捧された功労者に感謝のしるしがおくられた。また今回はじめて制定された，林業技術賛の
発表・贈呈が行われた。これらの栄誉はすなわち協会全体のよろこびであって，協会の基盤はこのようにし
て，一つ一つ強化されてゆく感が深い。

第一線の現業に活躍される人なの，林業技術コンテストは年を追って盛んになり，真鎚な技術の練磨に役立
つところが大きいと，期待されるようになった。特に今年は民有林関係者の箸るしい進出力現られ，数点の貴
重な発表があったことは，国有林・民有林行政の平衡発展という面からも，心強く感ぜられるところである。
この総会の直前6月6日付で更送を見た石谷・山崎両林野庁長官ほ，総会に臨席され，長官賛の授与と親し
い一会員としての挨拶を述べられた。われわれは心から新旧長官の前途に，幸多かれと祈るものである。
また，本年度事業計画としては，時代の要求に貝晦して，人事・事業・調査の受託体制の整術を行うことと
し，また，林業百科“4および「私たちの森林」改訂版の編集の強力推進が決定された。これら諸事業遂行の
ため，参与の委嘱が理事会で決議され，また石谷前長官が満場一致で顧問に推挙された。これらの力は，今後
本協会の割燦運営上に大きく反映するであろう。

いうまでもなく，われわれの協会朧，階級や年令を超越した，平等の会員としての団体である。そして，森
林を職場とする，友だち同志の親密と信頼が，自然的に結合してできた職能団体である。

ゆえに，これが総会は単なるお祭り騒ぎであるはずはない。また，形式的な決算・予算の印刷物配りを能と
するものでもない。

われわれのもつ総会は，全国会員の自由な熱情の交流と，縊意の発現を期待する。またその特質は，森を讃
え，森に学び，森に生きる林業技術者の山への崇敬・感謝の祭典であるということにつきるのである。
今回の総会行琳は，6月11日にはじ童り12日に終幕を見た。それぞれの任地に飯る友だちと，再会を約
して惜しい別れを告げた日から，時はめぐって本協会改称11年目，すなわち創立38周年に入ったのだ。
われわれは，いっそう根強い森林への愛着と，話たがいの親交をもって精進し，来年総会へのより深い，よ
り広い基盤築成を，準備したいことを急瀝とするものである。
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分収造林について’ ’

(33．5．29受理） ’塩谷勉
1．分收造林の法制化実現

去る4月から分収造林別措置法が公布実施されること

となった。同法の内容や体裁ば，当初予想されていたも

のとかなり異なり，圧縮もされているが，骨組は立派に

残った。とにかくこういう法律が出たということば，民

林行政上画期的のものであり，ことに今謡われている拡

大造林上に有力な役割を果すだろう。

分収造林の法制化には大分問題が多く，あちこち引っ

かかりも少なくなかっただけに，当局のここに到るまで

の労苦も大変なものだったと察せられるが，その後推進

要綱など一連の附属法規や行政指導措置が整ってきてい

るので，やがて順調に車輪が回転し始めることだろう。

今春の造林実行には間に合わなかったが，具体的に分

収造林が成立実現するまでには，候補地の選定や資金の

調達や，当事者間の交渉手続などに，大分日時もかかる

ことだから，秋植えから来春の造林となって，ホン1､に

軌道にのって行くことであろう。一方，すでにこの法律

とは無関係に，分収造林はドンドン実行されているので

あって，それらの分収林契約の態様はきわめて区をなの

で，この法律は雑然としていたものをある方向に整序

し，当事者間の関係を合理化，近代化していくに役立て

られるばずである。

わたくしは昨32年6月，林業解説シリーズ99号「分

収林業の前進」の終りを次のように結んだ。「林野当局

の部分林，宮行造林につぐ分収林業（この場合は部分林

や官行造林も含めて広く分収制をとる林業の意）の第3

弾は，昭和31年度の造林事業団の職想であったが，こ

れはあえなく引込まされた。しかし，決してこれですつ

かり漬えたのではない。官民各層に謬透した分収林業

が，転機に来た日本育成林業分後の展開の，有力な一方

向となるであろうこ．とは疑えないところである」と。

あれから1年もたたずに，分収造林の構想が実ったわ

けである。それにつけても，前の年の造林事業団が駄

目になったというのは，何が幸になるか分らぬものであ

る。パルプ関係が急に悪くなったこの頃の状態では，造

林事業団が鉛出していても，あてにした資金面で大分難

行だったろう。その点分収造林法（略称）は適用範囲が

広く，どんな形でもとれるから好都合である。

筆者・九州大学農学部教授

なお，民間における分収造林を保護助長する制度は今

までは無かった。僅かに昭和25年の造林臨時措置法が，

戦後の無立木地急速造林を目的として，指定造林地の第
3者による分収造林を認めたことがある。勿論これも所

有者が造林をどうしても肯んじない場合の非常手段的な

ものに過ぎず，実効を発揮しなかった。

さて，分収造林法の解釈や運用に関することは，すで

に当局者によって，いろいろの機会に大体明らかにされ

ている。編集者のわたくしに対する意図は「分収造林に

ついて」という題名からして，分収造林について何でも

よいから書けという親切な御用命と拝察したのである。

だから，新らしい法律のことにぱかりあまり捉われずに

分収造林理解の参考になるようなことを2，3述べてL，

こうと思うのである。

2．分收造林の沿革的な事情

「分収林｣「分収造林」などの語は，古くて新らしい語

である。というわけは，この語が盛に世上の論議に見ら

れるようになったのほ，戦後もここ数年来のことである

が，明治時代から，いやもつと以前からもその実質はあ．
つたし，これら用語も割に古くからあったということで

ある。

例えば明治31年川瀬善太郎氏が，地方からの部分木

に関する質問に答えている一節に，「部分木なるものほ

明治11年3月甲第4号内務省達部分木仕付条例により

政府所属の官有地に植林を奨励せんとせしに始まるもの

にして其以前よりも各藩に於いてこれと同様なる宮地民

木の分嚇ありしか部分林なる名称は此条例発布後に起
りしものなり故に民間又これに類似の分収林ありと錐と

もこれを部分林と称することなし」とある。

宮地への植付と分収を許すという部分木仕付条例は，

今の部分林法規の最前身で，当時全国統一的な林政施策

としては始あてのものであつだから，広く反響をよんだ

らしく，これを民地についてもやってみようとする者が

現われたのである。

その後分収林や分収造林を，現今のような意味で侭つ

れた例はあまり見ないが，宮行造林の始菫った直後の大

正'0年鳥取県では，「公存休野分収造泳」という制度
を始めている。この制度のことを永松陽一氏は「日本最
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塩谷：分収造林について

初の分収造休」などとま塊しているから，当時はよほど

珍しかったに違いない。

しかし何といってもこの語が一般的になったのは戦後

も昭和25．6年頃からである。私もその頃から全国の事

例を調査して承だが,説明しても初めは意味の呑承こめ
ない人が多く困ったものである。

さて,分収林に似た語で｢借地林｣がある｡吉野の借地

林業はあまりにも有名であるが，これは実際は分収林業

である。前払地代があったりして特殊な形ではあるが，

いろゆる後価（山役金または歩口金ともいう）と称する

後納地代と宥守料によって，一定歩合の分収といういき
伊

方になっている。すなわち，借地林業も分収林業も同じ

ように使われているが，これからの使い方としては，区

別した方がよくはないかと思う。

最近艇林省統計調査部の市町村有および私有林野にl卿

する調査では，『分収林を設定させている林野」「分収

林を設定している林野」という表現を用い，それに対し

て年々借地料を払う形の象を，「貸付林野」｢借入林野」

と称しているが，この表現は割合適切と思われる。すな

わち，収益分収制をとっているものを分収林，年埼倦地

料を払うものを借地林と唱えてはどうであろうか。この

両者は経営上の本質はかなり違うはずである。

ところでこの貸付借入林野すなわち借地林憾全国にか

なりある。地方によっては分収林よりも遙かに多い。そ

してこれが実は分収林よりも古いのである。藩瑛時代に

も勿論あり，明治大正と少からず設定されたが，昭和に

なって減少し，今次戦後の設定は非常に稀である。分収

林の場合と好い対照である。そして借地林が分収林に切

換えられる傾向さえ見られる。

しかし，これは何も不思議はないのである。林野の利

用形態の変遷，林業生産力の発展段階に対応する社会関

係の変化に過ぎない。すなわち，広大な営農用林地，採

草地，薪炭林などから人工造林，用材林化という方向に

対応するものである。自給生産的であり，多くはなくと

も年々 叉は頻勢こ収穫を上げ得た利用形態から，最初に

重とまった労力菱本を投じて，長年月回収の出来ない形

への移行に対して，地代支払も年灸の定額方式から伐期

分収という実行し易い方式への切換えは，至極もつとも

な次第である。なお，年点定額といっても，必らずしも

全員と限らず，むしろ現物がよく見られ，甚だしきに至

っては地主えの労務提供（ただし個人と個人の場合)･と

いう，まことに前近代的な関係さえ見られたのである。

こうして僻也林という古い形に対して，分収林は，土

地の所有と経営の分離による実際に即した育成林業の方

式として，バルブのような近代産業資本までが参加し

て，雄んに行われるようになったのである。

3．分收造林と3者契約

分収造林については土地の所有者と造林者という2者

が通常考えられる。しかるに今度の法律では，費用負担

者を入れた3者の契約というものを，大きく扱っている

ことが一つの特徴であろう。

これは造林を希望する会社と土地所有者との間に，県

が介入斡旋ないし造林実行の主体になる傾向が，強くな

ってきたという現実の姿によるものと思われる（会社分

収造林の3分の2以上か）一部には県森連の委託造林と

して行っているものもある（秋田）県が入る場合の実施

形態は，県行造林の一部分について造林資金が会社から

出され，その代りに会社側の分収と原木引坂を約束する

という形，すなわち県行造林にヒモのついた椿好が多い

ようであるが，その他にもいろいろなやり方があるし，

また考えられつつある。

日本林業資本主義化の方向に於いて，資本と労働の分

離は勿論のこと，資本家と企業者の分離ということは必

然的に考えられてよいことである。だから当局が，分収

造林の法制化に当って，まず当事者に費用負担者を加え

て3とし，3者またはいずれか2者の契約における義務

を定めて，それらの関係を秩序づけようとしたことは，

甚だ適切であり必要なことであった。ただその大事な第

1条の条文がわれわれ素人には読んでもすく．ピント来な

いのは残念だが，これも法文構成技術の困難性を示すと

いうことなのか。

盗金を他から受け，労働者を雇って造林を実行すると

いうことになると，造林者として森林組合,各種団体，

町村や，叉個人ということも考えられるので，分収造林

もなかなか複雑になっていくだろう。しかし各地各様の

実消に合ったような形が生れることは，やはり分収造林

の進展なのである。造林事業団については非常に批判的

であった森林組合も，今後分収造林に参加し得る組合

は，それに参加することによって，新しい活動の分野が

開け，永い生命が約束されることにもなろう。それには

順応姿勢を整えることも必要である。

普通の森林組合ではないが，一定地域の多数者が共同

出資で森林生産組合を作り，労力も出し合って分収造林

を行っていくという，新しい行き方も高知県などに現わ

れてきている。こんな形も今後他の地方に適用性があろ
う。

契約当事者のことで思I､出した3者分収の例を附け加

えておこう。分収造林といえば2者の関係と考えるのは

今でもまだ識歯であるが，昔は勿論然りで，部分林は領

主対領民の2者関係であった。しかるに秋田藩でば後

年に至って3者関係が見られるようになった。というの

は，村持地に1人または数人共同的に植立てた場合に，

－3－
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割に少かつたようである。しかし今後は，市町村有（実
質部落有を含む）にもまだまだ余地はあろうけれども，
大面積所有者，ことに不在所有者の私有林地に拡張され
ていくであろうことが予想される。ただ人工植栽義務を
課されて不履行の林地に対する，積極的な締結勧奨がど
の程度の効力を発揮するものなりやには疑問があろう。

造林者，費用負担者としても，しぶしぷの提供よりも，

稜極的に提供された土地の方を採るのではあるまいか。

次に分収造林者としては，国を除けば県が最大であ

り，市町村，財産区，部落，各種団体，個人何れも見ら
れるが，最近は会社の進出が目ざましいこと周知のとお

りである。これら多様の造林者と,各種土地所有主体と

の組合せがそれぞれあって，ほとんどすべての型の分収

林が存在したといってよい。

今度の法規にも造林者または費用負担者の資綴につい

ては何も書かれていないが，要綱は一地に希望者競合し

た場合，あっせんの優先順位をきめているので，当局の

意のあるところは分る。すなわち,(r)農林業者の組織

する法人,市町村民の組織する団体，市町村叉は学校設

置者，（2）農林業者，（3）関連事業者または受益事業

者，（3）その他の者，というのである。しかしこの外当
然都道府県等の公共団体もあるはずである。今後伸びて

いくのは(1)と(3)であろうと思われる。（3）にはパル

プ，坑木，製材や電気事業等が考えられるが，旭化成K

Kの如きものもある。旭化成の場合は宮崎県の森林盗源

造成県行造林と云われるもので，造林資金を会社が県に

寄附するということになっているが，寄附というは当ら

ず，分収時には県が60％の内45％を会社に交付する

のである。

農林業者個人は(2)になっているが。現実にはあまり

多くを期待出来まい。地元ということもある程度考慮さ
れているようだが，不在村資本家などが存外分収造林の

希望を持っているようである。

このような対象林地と造林者との組合せで，いくばく

の分収造林が達成されるだろうか。当局は昭和55年度

迄に大体50万町歩と見込んでいるようだ。現在部分林

を除き民有林について行われた分収制の造林は約60万

町歩とわたくしは推定している。約半分は官行造林残り

の叉半分強が県行造林というところであろう。分収造林

を制度として推進していくとき，23年間に50万町歩と

いう当局の予定数字は，決して無理な数字とは思われな

い｡

5．分收歩合の問題

分収造林で一番問題になる分収歩合については，法律

には何も無く，推進要綱でも次のような決め方を示すだ

けで，具体的にどの程度ということを云っていないcす

藩と植立人とで分収するものと，それに村中が加わって
3者分収するものがあった｡例えば3宮7民の7民のう
ち8を植立人，残りの2を村中とした如きである。しか

しこれば明らかに，藩の取り分は貢租,村中の取り分は

地代に当り，造林者は己れの労賓の投下に対して露反る
わけであるから,､ここで云っている3者関係とはまった

く違うのである。

ただ3者分収としては現在でも，表面には出ていない

が，官行県行造林地などで，市町村が地代として分収し

たもののある割合を，かつての権利者であった地元部落

に分けるということはよく行われている。これも勿論，

費本と経営と分離したことによって生ずる先刻の3者関
係と臆かなり逢ったものである。

4．対象となる土地と入

少しく新法規の内容に立入って承よう。推進要綱によ

ると，分収造林の対象地は原則として普通林であって，

（1）人工造林を相当とする林野のうち，その土地の所有

者が分収造林契約の締結を希望するもの，（2）森林区実
施計画により土地所有者に対し人工縮栽の義務が課せら
れた林地のうち，その義務が履行されないもの，となっ

ている。この(2)は前の造林特別措溌法のときの狙いに

該当する。（1）は土地を提供して造林して貰いたいもの
である。保安林ほ先頃性絡を礎えた官行造林その他の方

法によるし，農用林も考えず，経済造林に専念するわけ

だが，それら現実にほどこに候補地が見出されるか。今

までの実績によると市町村有がもっとも多く，8割位は

占めていると思う。県行造林は現准16万町歩以上と推
定されるが，この大部分は市町村有林である。今までの

官行造林も対象は原則として市町村有であった。

公有林野調査会の報告によると，市町村有林野は
210.7万町歩，それに財産区有64.6万町歩だが，内地

だけについて承ると官行県行造林に10.2％，その他分

収造林に6.0％その外貸付林野（年,々 借地料をとる形）
8.6％で，合計約4分の1は他人の経営に委ねられてい

る。実質部落有で市町村の自由にならないものを入れる

と，所有林野の半分弱は自ら経営権を持たない。それぐ
らいであるから，市町村は何時も分収林を設定させる方

の側に廻っていて，地主として鱗旨する。町村が分収林

殼達を他者所宥地に求めるということは少ない。設定す
る場合も国有林に対する部分林であることが多い（件数

の6割）のである。

反対に県の場合，県行造林は多いが県有林えの他者造

林はほとんどないということになる。例外は山梨県の恩

賜県有林だが，これはむしろ国有林の部分林承たいなも
のである。昔は御料林の部分林だった。

その他区有や部落共有地が比較的多く，私有地はその

《
》
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塩谷：分収造林について
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なわち，「各契約当事者は一定の割合により造林による

収益を分収するものとし，その割合は，前号の費用の寛

込額及びその負担区分，近傍類似の土地の地代その他経

済事情を参酌して明確に定めること」とあるだけであ

る。これも計算の因子だけで，計算の方法さえも示して

いない。結局大体の規準は長官通達で示されることにな

り，地主対喪用負担者また肱造林者の比は4：6，北海

道の承3：7と考えられているらしい。

歩合はいくらいくらであるべしとすることば実際はな

かなか困難なことである。官行造林の5対5が標準にな

らぬことは，大体分ってきたようであるが，官行造林の

多い地方の地主には，まだやはり5分を当然と主張する

者がある。たしかに林業の生産は，地力や自然力に依存

する度合が，挫業などに較べるときわめて高いので，投

資額は割合少くて済むように見える。しかし盗本は初め

にバタバタと投下して長期間固定されるから，その後価

はかなり大きなものになる。それでわれわれの計算で

も地位や地利の《翻りすぐれた林地でない限り，5分5分

と↓､うことは考えられない。北方の生長のおそい地域な

どにばあり得ない歩合である。

昔の部分林には5分5分というのが圧倒的に多かった

ものだが，この場合の藩収5分は貢紬すなわち，かれん

ちゆうきゅう（苛赦謙求）の一種だったのだから比較に

ならない。今の部分林では5官5民ほ昔の夢で，4：6

か3：7にグツト近付いている。県行造榊ま地主対県

4：6がもっとも多い。

官行造林の5分5分にいたっては，奥地で地味もよく

ない林地が多いことを考えると，まったく政治的なもの

だった。今後は専ら水源林や保安林に対象を限定してい

くことにし，さもなくて経済村におよぼすならば，官収

分を多くするか，その都度歩合計錬をすることに改める

べきであろう。高い地代は日本林業の近代化を妨げるも

のであって，国家がそれを助長するような結果になって

雄ならない。

分収歩合をあまり固定してしまうのほ便宜主義という

ものである。林地の素地価格にも随分開きがある筈であ

，る°分JI又歩合の決まり方はそれよりもつと複雑であるけ

れども，地価は，大いに関係するのだから，歩合もかな

'り違ってきてよい朧ずである。ただ計算の仕方は一に止

まらない。第3者的に客観的に方法は決められるが，ま

た造林者の立場から行くものと，土地所有者の立場から

するものともあってよい。すなわち伐期予想収益に対し

て，造林者は投下盗本について確保したい利潤または利

潤率を見込んで，これだけは欲しいとすれば，そこから

両者の歩合が決まってくる。土地所有者は期待する地代

部分について，（若干の経費を伴えばそれにも）総収益

に対する歩合が出てくる。ごく普通には両者の経費L地

主は年を地代相当額を支出したとして）につき，それぞ

れの後価合計の比を分収歩合としている。

分収歩合決定については，計蝉方法以前の問題とし

て，決定に作用する因子，およびそれらの作用のしがた

が検討されねばなるまい。すなわち，（1）自然立地的条

件一一地位という語でしばしば代表される地味，土壌，

気象などの状態。（2ノ経済立地的条件一一地利という語

で代表される,市場からの距離,交通運輸状況等々。（3）

技術的条件一一伐期，育林や施業の方法によっても歩合

に影響がある。（4）社会的条件一一繊佇の有無，地元人

の考え方，他政策との関連など多種にわたる｡

分収歩合には今まで何等の理論的経済計算を行ってい

なかったが，あまり不都合も起らなかった。というより

も不都合がよく分らなかったと云ってよかろう。今後の

研究を要すること切実なものがある。

むすび

分収造林も制度としての推進が約束され，新しい段階

に立つことになった”地方自治法や民法上の特例措羅が

認められたり,税法上の取扱いが有利になったりして,

一応態勢が整った。部落民による小規模,家計補充的，

備蓄的なもの，各種団体の財源確保的なものから，公共

団体や会社の大撹摸，企業的なものまで，ますます伸長

の途上にある。これによって山村民の労働機会ば殖え，

山村経済は振興されるはずである。地元人に経営参加の

磯会ともなろう。拡大造林，土地利用の高度化は進むも

のと期待される。ただそこに望まれることは少くないが

とりわけ，（1）分収歩合の合理的決定，（2）分収時の林

木評価の適正（これはとくに造林者または喪用負担者が

会社である場合などj，それと，（3）分収権が移動する

場合の評価や相手が適切であること，などである。

分収造林は今磯んに喧伝されている。寵た事実，これ

までの分収造林地の成績はよいと云える。しかしこれに

よって分収造林が自営造林にすぐ'るような錯覚を起して

はならない。民有林の造林は何といっても自営造林が本

則であることには変りがない。分収造林ば自営造林の補

助的役割を果すものに過ぎないのである。

《
『

■

■

鐸

｡

評

－5－



想通りの優良品種はそう簡単につくりだせるものではな

いo

なお，優良品種を育ててその効果を充分に発揮させる

には，造林の技術がほぼ一定のレベルに達していること

が必要である。

農作物にしても，明治初年の優良品種と現在の優良品

種とは根本的にちがうはずで，現在の優良品種を明治初

年の技術で栽培したら成功するとはかぎらないと思う。

要するに，優良品種の理想論は机上の空論になりやす
W・

く，莪庚の優良品種のきめかたには問題が多い。林木の

育種は造林のひとつの手段にすぎないのに，造林の実際

を知らない自称林木育種学者があまりに多すぎる。

ノネズミの害にかかりにくいカラマツや，病虫害の少

いポプラや，やせ地に育つヤマナラシ系のポプラなどを

育成することはばなはだ重要であるが，完全無欠の理想

的優良品種をそう簡単につくりだせる見込はなく，林業

の環伏では，林木の育種よりは，造林保護のi鯉涙発達を

はかるほうがはるかに重要である。とくに北海道におけ

るような造林技術のレベルでは，育種の研究が重要であ

るとしても，育種によって造林の効果を高めることは期

待できないと思う。

林学では品種を漉饅でわける傾向があって，かんじん

の造林成績を吟味していないのが普通である。しかしな

がら，品種という以上は遺伝子にほぼ一定の特微があっ

て，蕊寛が似ている搾也へ，同じような技術でこれを造

林するとき，類似の造林成綬を期待できることが必要で

ある。

おなじクローンであっても，造林地の環境がちがい，

造林保育の方法がかわると造林成績にかなりいちじるし

い差ができることがある。すなわち，遺伝子のほかに気

候土壌や造材法の影響をうけるから，次代検定は容易で

ない。

たとえば山形県のシラハタマツは，;随栽林の形質がす

ぐれていて，ミショウのばあいの代表的優良品種として

知られているが，これをほかの地方へ造林すると成績が

わるいという説がある。

気候の影響がいちじるしいとすれば，タネの配付区域

を再検討することが急務であるが，土壌の性質や造林保

育の方法によって造林成績に差ができるぱあいもめずら

しくない。

林木の生育は，遺伝子のほかに，蕊寛すなわち造林地

の気候土壌の影響をうけるばかりでなく，さらに造林法

によってかわるから，品種にかんしては直凋な問題が多

いが，それだけ優良品種の選抜育成に障害が多いことは

もちろんである。

アイグロマツはアカマツとクロマツとの天然雑種すな

わちアカクロアイノコマツであると考えられていて，材

優良品種!Ⅲ川Ⅲllllllllllllillllllll川ⅢI川''川ゞ三
＝＝

三
二＝

劃Ⅲ1MⅢⅢⅢlⅢⅢ!ⅢlⅢⅢⅢIⅢⅢIⅢⅢⅢⅢII|ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢIⅢⅢⅢ|I11IIIIⅢⅢⅢⅢⅢ1111lⅢⅢ席
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中村賢太郎
（33．4．19受理）
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品種の定義はさかんに論議されているが，優良品種の

判定にはさらにいっそう問題が多い。近ごろ，ある林木

育種学者から「優良品種は病虫害にかかりやすいという

造林学者があるが，病虫害が多いものは優良品種である

とはいえない」という意味のおしかりをうけた。

自然淘汰では気象や生物の害に対する抵抗性の強いも

のが残るのに反して，人為淘汰では経済性が第一義にな

る。病虫害にかかりにくい品種の育成に努力すべきであ

るとしても，抵抗性が強くて，しかも材質や成長量がす

ぐれている優良品種がそう簡単につくりだせるとは考え

られない。すなわち品種改良のさいに諸害に対する抵抗

性を吟味することはもちろんであるが，いわゆる優良品

種は諸害にかかりやすいのが普通で，その欠点を技術の

進歩で防止軽減することも童た重要である。

農作物でも，農薬をほとんど使わなかった時代には，

病虫害に対する抵抗性の弱い品種は，栽培の価値がなか

ったとしても，栽培の技術が進歩して農薬をさかんに使

うようになると，予防駆除に努力してこれを栽培できる

ようになる。

林地え大面積に造林する樹種では，生物や気象の害は

重大な問題であるが，キリやポプラなどでは諸害を防止

しながらしたてることが可能であるばかりでなく，経済

的にも有利になるぱあいがある。

気象や生物の害が少いことは望ましくはあるが，諸害

の多少だけで優良不良を判定することは適当でない。育

種によって抵抗性の強い品種をつくることが望ましいと

しても，造林保謹にかんする技術の進歩によって諸害を

へらすこともまた重要である。すくなくとも，病虫害に

対する抵抗性が弱いものは優良品種でないと断定するよ

りは，優良品種は諸害にかかりやすい傾向があるから造

林保護に細心の注意を必要とすると考えるほうが常識的
●

である。

育種の専門家は,『気象や生物の害をうけないものや，

やせ地に育つものを，選抜育成すればよいというが，理
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中村：優良品種とは何か

稜・成長ともすぐれているといわれているが，近ごろ選

抜されるアカマツおよびクロマツのエリートにアイグ戸

マツがすぐないというので，世人の注意をひくようにな

った。

アイノコマツが優良であるとしても，優良であるとい

われるアカマツやクロマツはすべて天然雑種であるとい

う主張には賛成できない｡もし天然雑種であるならば，

そのタネをまくとき，たとえわずかずつでも，アカマツ

らしいものや，ク戸マツらしいものがあらわれるのが普

通ではあるまいか。アイノコマツには，アカマツに近い

アイアカマツから，ク戸マツに近いアイグ戸マツにいた

る蛍で，いろいろのものがあって，優良であるといわれ

るアカマツおよびクロマツの大部分がアイノコマツであ

るという考えかたには賛成できない。

アイノコマツの諸腸Iはむずかしいが，アカマツとクロ

マツとの中間性のものがあって，たとえば福島県簿岡町

の鰄筆にある国有林でば，2～3％程度の中間性のもの

に番号がつけてある。

アカマツとク戸マツとの区別は，葉の師薗における樹

脂道の位置によるのが雷菌であろうが，比較的例外が少

いク画マツでも2％内外，アカマツにいたってば例外が

10％に達することがめずらしくない。したがって，ア

イノコマツであると臘淀できるキメテはなく，総合的に

判断することになる。

シラハタマツのタネをまくと，苗木はアカマツばかり

であるし，モドウマツのタネをまくと，苗木ほクロマツ

ばかりであるのに反して，アイノゴマツと思われる母樹

のタネを母樹別にまくと，中間性のものがあらわれるぱ

かりでなく，アカマツらしいものやクロマツらしいもの

がまじるのが普通である｡しかし,その全部または大部
分をアイノコマツであるとL､うことは適当ではあるま

し､◎

アイノコマツは全国いたるところにあるといわれる

が，ひとつの林分のすべてがアイノコマツであるという

主張は，その考えかたが根本的にちがっているようであ

る。アイノコマツが優良であるとしても，アカマツの優

良驫種やク戸マツの優良品種はす爵ぺてアイノコマツであ

るという解釈は適当でない。

アイノコマツについては，ひいきのひきたおしになる

おそれがあるが，マツ類の育種はカケアワセを主体とす

べきものと考える。

しかしながら，育種を実行しやすいのは，サシキを実

行できる樹種である。それでも，エリートをえらんでか

ら，たくさんの苗木を供給するには，20年はかかる。

ミシヨウのばあいは，年数がかかるばかりでなく，次

代検定に障害が多い。

育種によって，形質・成長ともすぐれていて，かつ気

象や生物の害に対する抵抗姓が強く，しかもやゼ地に育

つ優良品種を育成することが理想であるとしても，口で

いうほど簡単には実行できない。

造林技術の準による増産を，育種と平行して進める

必要があるが，どちらの効果がいちじるしいかを冷静に

判断することが重要である。すくなくとも，造林技術の

根本技術がi壁候しないと，育種の効果を発揮できる見込

はない。造林学者は育種から手をひけという声をきく

が，造林を基調としない育種ほ空中楼閣にすぎない。

､澤
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するであろう。適正な消毒を行わずして充分な防除は無

論覚束かない。このためには，薬剤はどんなものを用い

ているかこの種類，またその濃度や施用回数，整布の時

期，噴霧撲の性能，ひいては散布能率等がただちに被害

発生に影響することは云う童でもない。したがってこれ

らの点を把握することこそ，初めて本病防除の有力なる

指針となるので，以下これら資料を基として検討して象

よう。

a・薬剤の種類

薬剤の種類については，一部水銀製剤などの使用も見

受けられたが，ほとんど全国圧倒的にボルドー液を用い

られていることが判った。このことは筆者のいままで行

った薬剤の効力比較試験に照しても，本剤は現在のとこ

ろ優秀なので，まことに望ましいことである。

b.ボルドー液の濃度

濃度については，第1図のとおりで，全国平均機度は

4.6斗式であるが，4斗式がもっとも用いられ，次ば

6.0斗，3．5斗式の準になっている。しかし特例として

神奈川県の1斗式があることは意外なことである。平均

より高濃度を用いてる県が約36％，反対に稀薄濃度を

用いてる県が64％であることは，薬剤賀の節約からも

良き傾向と思われる。

c、ボルドー液の施用回数

第2図の如く施用回数の全国平均は9回であって，そ

の平均回数より散布回数の多い県は50％，また少い県

も50％を示している。このことから見れば回数は全国

的に蕊て略一致しているように思われる。しかし極端な

例として，鳥取県の最大散布回数が18回，福島県の16

回，岩手，大阪府の15回におよんでいるのがある，一

般に九州地方に於ける挿木苗養成地では，散布回数も概

して少い傾向があるが，最低回数として年間わずか3回

程度に止まっている北海道，岩手県，神奈川県，石川県

等は発病の憂なしとしないので，考慮の余地があると思

昭和28年

度の

毒スギ苗消

実態調
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査

野原勇太
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1．はじめに

本調査書は，我が国に於けるスギ赤枯病防除の実態を

把握する目的で，昭和28年鑑者が林試浅ﾉl1分室在勤当

時に林野庁研究普及課の害虫防除室を煩わし’各都道府

県挺照会して資料を得，これにもとずいて消毒剤の種

類，濃度，施用の時期，回数，噴霧機の種類，1日当り

の散挿眉率等につき，全国的の実態がどうであるか検討

を加えたものである。

本調査書のとりまとめが不本意ながら今日までおくれ

たが近く32年度の実態を調査するに先立ち御報告する

次第である。

本とり叢とめに協力された当場の小林技官に対し，特

記して謝意を表する。

2．本病防除の要諦

鐙よそ本病防除の要諦は，薬剤の適正なる散布に帰着
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野原：昭和28年度のスギ苗消毒の実態調査

第2図冬県別ボルドウ液の施用回数調査表
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8月中旬，遅いので11月下旬があり，この間に3カ月の

偏きがあることは，これまた注目に値するもので，8月

中旬で薬剤散布を切りあげたのでは，本病の第2次感染

を防ぐ．ことが出来ないので，危険性が充分察せられる。

e，噴霧磯の種類

噴霧磯は全国各地で実に多種多様のものが用いられて

いる。これらの噴霧機は明確な名称を回答願えなかった

のもあり重複している個所もないとは云われないが，こ

れをとりまとめると第1表のとおりである。

この表によってわかるように全国的にもつとも使用さ

う。平均回数より最低回数でも上廻って散布している県

は，富山，福井，大阪府等がある｡

d.施用の時期

薬剤散布の時期は，府県によって気候的にも相当の差

があるので，散布の着手，終了にも偏きがあると考えら

れたが，第3図のとおり全国的には大した差のないこと

がわがる。同一県においても着手に2カ月以上も差のあ

るのはとくに注目される点で，岩手県，島取県等がそれ

である。

また，薬剤散布の終了するのが岩手県の場合早いので

－9－



野原：昭和28年度のスギ苗消毒の実態調査

昼

第1表使用噴霧機一覧表 f.1日当りの散布功程

この問題は使用する噴霧磯の精能によって著しい差が

あり，第5図のとおり全国平均の散柿層率は一日当りわ

ずかに0.76ha程度で平均より高能率を示している県

は30．8％，平均に到達しない県は約70％であることか

らゑても，如何に非能率であるかがわかる。

3．むすび

以上の調査を要約すると28年度においては次のよう

なことが云える。

’・薬剤は，全国圧倒的にボルドー液を用いられてい

るので，試験の結果からぶても種類の選定には問題はな

い。しかし欲を云えば薬剤の合理的散布の立前から，液

剤と粉剤の利点をとり入れ，併用することも今後は考え

ねばならない’つである。

2．ボルドー液の施用磯度幟，今後全般的にさらに稀

薄ボルドー液使用に意を注がねばならない。

3．薬剤の施用回数は，大体理想的と考えるが，極端

な実施県では今後さらにこの点留意する必要がある。

4．薬剤散布の跨期は，各県によって適期を選び，あ

まり偏きのないよう実施に意を用うる必要がある。

5．噴霧機の種類は多種多様あり，一概にどの種類を

用いなければならないとは云われないが，常に醜mの大

きさおよび立地条件を充分考慮して，樹騨的で経済的の

噴霧磯を可及的に用うるよう留意せねばならない。

6．1日当りの散布功程は全国的に0.76ha程度に止

まっているが’との点は噴霧機の種類を充分考慮選択す

る要があると考える。

なお，本調査において苗畑の既往3カ年間における赤

枯鐸生状況を照会したが，遺憾ながら回答のない県が

多かったので,これらの消毒状況と発病関係の検討を加

えることが出来なかった。

蚕た1回の坪当りのボルドー液散布錘を照会もれした
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_zill型式明記せざるもの 型式明記せざるもの8

一
ｍ

８１

１
ニユーデルダー式
噴霧機

丸山式噴霧機 ４
’
３

－－

牛田式〃 三連装式〃

’
９
’
８
２
－
２

2ニユーデルター式〃 有光式〃

宿谷式

並木式

丸山式〃

共立
ミストンフ°レヤー

一
〃

″ 2

1

F代田式ハンド
プラザー噴霧機

二連式〃

ﾉ､ンドスプレヤー

２
’
７
｜
簸
幽
団
一
ｍ
－
７

《
》

半自動噴霧機

型式明記せざるもの

丸七式噴霧機

三脚積粁式〃

ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
４

Ｊ

ｌ〆 聿
・
｜
諦
鐸

式
式
式

″
″
〃

一本管式〃
■

れている噴霧機は手押噴霧機，次に半自動噴霧機，自

動式の順となっている。

これらの噴霧機中大きく動力式と手動式に分割すると

第4図の如く，前者は38.5％，後者は61.5％に過ぎな

い状態で，全般的に非能率の点は歪めないと考えられ
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野原：昭和28年度のスギ苗消毒の実態調査

｜第5図

各県別一日当りの散布面積調査表。
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ので，この点の吟味も遺憾ながら出来かねた。しかし従（おことわり）本稿は昭和33年度春季林学会大会に講
来から1回床替坪平均が5合というのが常識となってい演したものであるが事業の参考としてと
るが，この点も今後留意して，さらに散布量の節約を図くに本誌にも褐職した。
るよう心がけねばならない。
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内田憲著

血2木炭を見た

内容

化学工業方面の用途

鉱工業方面の用途

郷原有恒著

崩れを考える

霊

内容

山崩れの棲構

土の力学的性質

地下水の影響

地震力の影響

森林の効果

山崩れと予防治山

工業用木炭の製法

定価50円送料8円

年間予約（送料共)500円

日本林業技術協会
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《
〕1．栽培の現況

欧米でばマッシュルームの儒要が非常に多く我が国の

椎茸,松茸の様に珍重されており，特に米国の需要ほ年

と共に増大し，大規模な工場栽培も，消溌l仁追いつけず

国外より缶詰を輸入して需要を満たしており，フランス

其の他の国期輸入する缶詰の量は年間200万封度と国

内産缶詰60万屯と合せて消費されている。なお，かつ

品不足である現況を見ても，マッシュルームの栽培は我

が国の輸出産業として将来有望な事業と思われる。栽培

にほ人手を要する部門が多く，茸の採集，菌の接種，覆

土等の作業が多い。これは機械力で解決出来ないので人

件費の高い米国より，労働力の多い我が国では安価で生

産が出来，外国製品と価絡の点でも充分競争が出来る。

この有利な事業が伸びない理由としては輸出には全部缶

詰としなければならないので，生産はしても缶詰工場が

無いため製品化が出来ず，缶詰工場があっても生産量が

少いため，缶詰工場の経営が成り立たたず副業栽培は非

常に困難であったが，近年先進地では加工場を作り，集

団栽培をして毎日加工場に集荷して缶詰として価格の安

定を計り，好成績を揚げ地方の大きな産業となりつつあ

る。マッシュルーム栽培は従来馬鱗を使用して，馬篭な
くしては栽培は不可能とされていたが，近年人工獅凹栽

培の技術が進歩して,栽培は容易となり，収量は馬糞堆

肥に鯉り，しかも消潔に栽培される。缶詰加工に取り引

きされる価絡は400円前後であり（賞当り),1坪当り

普通作で4～5貫匁であるが，技術の上達に依っては坪

当り10貫以上も収礎出来るのでマッシュルーム10坪の

栽培は大小麦1反歩の耕作に匹敵し，栽培の終った痢巴

ば肥料として普通堆肥の2．5倍の肥効があり，栽培試験

の結果優秀な成績を示しているので，農家の副業として

大きくクローズアップされるに至った。

2．栽培の実施

（1）種菌

マッシュルーム栽培の成功は堆肥の製造如何にも関る

が，更に活力旺感な種菌の準備が絶対に必要である。蓑

たたとえ優良な種菌を入手しても貯蔵法が適当でないと

甚だ勢力が衰える。すなわち低温の方では凍結さえしな

ければかなり堪えるものであるが，摂氏30度以上の高

温が継続すると活力の減殺は免れ難い場合がある。故Wこ

夏翔の候の入手には深甚の考慮を必要とする。通膳栽培

家腫入手したならば直ちに鐵魁に接種出来る様段取して

種菌を購入すべきである。また，品種にも種をあり代表

的なもの唯次の如くである，

ホワイト種。クリーム種。ブラウン種

マッシュルーム菌糸の発育最適温度は摂氏20～25度

であり，茸の発生の最適温度は摂氏14～16度である。

菌舎が暑すぎたり寒すぎたりすると菌糸の発育が悪かっ

たり茸が発生しなかったりするので温度の調節設備を持

たない栽培者は，春秋2期に栽培するのが良い。春作は

1月より準備し，秋作は7月下旬から8月上旬に準備す

ればよい。

御凹作りは約1カ月を要し種菌接種後50～60日より

茸の発生を見，その後2，3カ月で収磁が終る。

②人口堆肥作り

堆肥材料は稲蕊を最適とし次いで大麦蕊が良い，蕊盲

貫に対し硫安2～2.5賃および米糠2貫匁の劉合に材料

を準備する。

蕊を5，6寸に切り石灰乳（水200麓に対､し石灰2～

3貢）に浸漬した後，米糠を搬布し直ちに引上げ強く踏

込象仮積し，冬期で10日，翼削で7日目頃に第1回の

切返しを行う。この第1回目の切返しの時硫安2賞と耐

熱性繊維素分解菌の液を撤しながら切返す。

切返は内部のものは外部に，上部のものは下部に積承

変える.水分の不足の場合は適当に撒水する。其の後

底

4

｛
』

〆

筆者・森食用菌箪研究所
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森：可ツシユルームの堆肥栽培
－

沸してこの液に石灰茶サジ半分を投入して掻き廻して液

を弱アルカリ性にして震き，液の温度が摂氏50度～60

度になった時原菌を入れ掻き廻し，甘酒を作る時の憂頚

で覆いをして鰯息し12～13時間以上を経てから5～10

倍に水で増量して積込の時か第1回目の切返しの時に撒

布する。瞬重菌1本は約2～300貢の材料に使用出来

る。

第3図（8）菌床造り（8）菌床造り

元来マッシュルームの

発生其のものには光線は

全然必要でないが，作業

や栽培場の不断の浄化の

ため若干の光線が欲しい

叉冬季の保温(摂氏)20"

が容易であれば地上の建

物は地下織築物に比べて

すぐ・る･換気のよい湿潤

でない洞窟も栽培に適し

ている。床の作り方に平

床式，畦床式,堤式,等

があるが，室を立体的に

利用するには平床式の棚

式と箱式がよい。棚式で

は各段の床板および側板

は]反外しが出来る様にし

て置くと，収謹終了後の

掃除等に便利である。床

に入れる完熟堆肥の厚さ

は化学的栄養料と共に湿

度，温度等の激変防止の

見地から5～6寸が普通

であって，棚の上に叉は

この際堆肥は硬軟粗密の無い

棚
式
の
一
例

迦
路

第1図堆肥の切り返し

5～7日目ごとに4～5回の切返しを行い,､最後の切返しに

過燐酸石灰か縛性燐肥’賞を撒布する。燐蜘巴料は燐酸

分の補給と同時に堆肥の水素イ剣･ン濃度の鯛整に使用す

る。したがって最後の切返し前に卿哩のpHを測定し，

倒巴のpHが8.0前後の時は過燐酸石灰を使用し，堆肥

のpHが6.0以下の場合溶性燐肥を使用して堆肥のpH

が中性前後になる梯にする。完全な堆肥は一様に暗褐色

となり，蕊類はもろくなっている。含有水分朧60％～

70%位で堆肥を固く握りしめて常挺湿気を残す程度で，

指間より僅かに水分の鯵象出る位が良く，流れ出る程で

ば過湿である。過湿は絶対にさくべきである。堆積は’

力月前後かかる。マッシュルーム堆肥は特に好気性醗酵

になる様に注意する。したがって切返が遅れたり，切返

し回数を少くしてばならない。栽培の失敗の80％まで

は堆肥作りにある。耐熱性繊維素分解菌紘左記の様に使

用するともっとも有効である。

材料耐熱性繊維素分解菌原菌（試験管’本)，大豆

粕（約3合）叉は豆腐粕（約’升）消石灰（茶

・サージ半杯）位

大豆粕（叉は豆腐粕）所定錘を水5升で約30分位煮

u||Lw錘

－、ﾉー

／、
忘

ヂ

｣皀墜二
－

律－3尺－』-2.5尺J1

箱
式
の
一
例

トー3尺一一計日

●

震

に二コFユ

箱の中に軽く圧し固める。この際堆肥は腿戦組織の熱い

よう一様に均す。

倒後醗酵（床醗酵）

床作りを終った後，室の出入口換気口等を密閉して醗

熱を逃さないようにし，冬期は特に保温しておくと2～

3日で菌床は再醗酵を起し床温は摂氏50～60度位まで

に上昇する。其の後1週間位で室の入口は開放し室の温

度を25～26度位までに下げる。冬期で20度以下まで

床温が下る様だったら適当に保温せねばならない｡､室温
が非常に低い時と堆肥が過熟な場合ば床醗酵を起さない

ことがあり，未熟堆肥では床醗酵力泳く統き菌床の白化

現象が起り水分不足を起す原因となるから注意せねばな
らない。後醗酵は雑菌の菌糸の殺菌と，殺虫を兼ね同時第2図堆肥の箱詰作業

－13－
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森：マツシユルー.ムの堆肥栽培
－

菌床表面が乾いている場合は数日前に軽く撒水して篭い

てから，約1寸位に厚薄なく拡げ表面を平坦にして軽く

叩き，余り固重らないように軽く圧付けておく．

（7）苗床の管理

（温度）

覆土後2～3週間で棚の上段から発生が始るから軽く

撒水して換気を行い室の温度を下げ発生適温の14～15

度にしておく，室温が低く11～12度の時は大形のマッ

シュルームが発生し14～15度の時は中形のマッシュル

ームが多く発生し，小形のマッシュルームを早く収瞳し

たい場合は16～17度の温度にすると小形のマッシュル

ームが沢山発生す。室温が20度以上の高温になるとマ

ッシュルームは発育が悪く枯死するから注意せねばなら

ない。

（換気）

菌舎の天井あるいは両側の三角部(ガラリ)に通気窓を

つけて換気を適時行うことが必要である。特に発茸時朧

炭酸ガスの発生が多く蓄積し勝になるので注意せねばな

らない。室の炭酸ガスが多くなると茸の柄が長くなる。

換気は特に外気温との関係に注意して温暖季でば夜間外

輔温の降下せる時に行ない，冷凉季では昼間の高温時を

見計い行なうがよい。

（湿度）

凌土は通常表面の層が30～35％の湿気を含有するよ

うにしておく撒水は乾燥する室湿っぽい室に依って撒水

の度数は異ってくるが，いつも覆土を握れば固まり地上

に落せば粉砕する程度がよい，室内の湿度は88～90％

位が理想的である。

（光線）

光線は必要なく白色の茸も光線を受けることに依って

灰禍色となり光沢を害する。

其の他

発茸が旺盛仁なれば覆土は酸性を示すようになるから

時を水素イオン濃度をはかり収護翻間1～2回，土2斗

に対し石灰1升位を混合して覆土の補給をする。

（8）収穫

茸の採坂の時期としてば，菌緑が巻き込蟻菌膜の切れ

ないボタン大の大きさ傘の直径1寸前後のものが最適で

あって，柄の根元を持って軽く士を圧しながら選り取り

石付はナイフで切り取る。採集後の穴は土で埋めてお

く

（帥病原菌と害虫

茸に褐班病，黒班病，鵠腐病，等を起させる害菌があ

り，主として撒水時幼茸に水がかかり長い間湿っている

時に起り易し､から撒水後速やかに茸の表面を乾かすよう

に通気する。害虫としてはキノコバエ，キノコダニ等が

●

第4図種苗の接種

にマッシュルーム菌糸の繁殖に適当な生物学的環境をつ

くるものであるから，栽培上重要な操作である。

（5）接、種

堆肥を床に入れ床醗酵がすんでから種菌を接種するの
であるが，床温を温度計で計り，20～25度が最適で30

度以上あっては菌糸の発育が衰え遂に活力を失うに至

る。また低温過ぎる時は発育が鈍い。種菌は出来るだけ

多く埋めるのがよいが標準量は約1グラムを1個所に坪

当り36カ所（1尺平方に対し1個所）鳩卵大の大きさ

1個を表面からl寸位の深さの所になるべく塊状のまま

埋込承其の上に堆肥をかぶせ，軽くⅡ|ルて平坦にする。

（6）覆土

授土する時期は菌糸が床内に充分に璽延した後であっ

て，これを判定する方法としては植菌と同時に少蛍の種

菌と劉巴を入れたコップを棚の上,中,下段の所々の栽培

床内に挿入し，菌糸の伸長状況を判定する｡通常接種後

2～3週間で覆土するが室温の低い時は1カ月目位に覆

土する場合もある。覆土は保水力のある通気の良い粘質

土が良い，覆土のpHは8.0前後が良く通常，土20に

対し消石灰1容積を混合して澄いて使用する。優士前に

《
〕

日

【
一

第5図礎士作難
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森：マッシュルームの堆肥栽培

最も恐るべき害をなす。堆肥を作る時，これ等の害虫か

其の卵を絶滅出来なかったことや，また栽培場や棚箱等

の消毒不充分からくることが多い。駆除予防方法として

は菌床造りの前また臓後に消毒を行う。これにはフォル

マリン燃蒸法,硫黄焼燃法,DDTの粉剤撒布等があるっ

（10廃床堆肥の肥効

廃床堆肥は新鮮堆肥に比較して植物の利用吸収し易い

窒素化合物が非常に増加していることが注目されている

当社においては人工堆肥の廃床を小麦について肥効比較

試験を実施した結果は次の如くである。

試験方法

1．供試品種小麦農林69号

2．場所群馬県佐波郡赤堀村

3．砂質壌土（前作甘藷）

4．播種昭和26年11月3日

A区（段当）

マッシュルーム廃床300"

硫安10"

過燐酸石灰10〃

人糞尿(26.12.13iEME)148"

木灰（27．2．17趣四10〃

B区（対照区）段当

豚完熟堆肥300貫

硫安10〃

過燐酸石灰10〃

人焚尿（26．12．13画巴）148〃

木灰（27．2．17劃巴）10〃

昭和27年2月23日所見

マッシュルーム鐵巴区(A)は対照区(B)に比べて

根茎葉共に発育が非常に良好であり分蕊数も対照区5．3

本に対しマッシュルーム卿巴区8.6本で3．3本多く収鐘

は左記に示す通りであった。

収量A区（段当4石2斗5升）

一一

# …郷
竹紬

－＝一＝陰-．

第6図廃床の肥効

グB区（段当3石6斗）

以上の結果から見てもマッシュルームの収益と共；こ廃

床の利用価値は見逃すことの出来ないものである。

⑩販売並びに出荷

マッシュルームは欧米では蔬菜中高級品に属し，生鮮

および缶詰の年産額は莫大な額に達しているが，我が国

ではこの茸を知っているものの紗きは勿論のこと料理法

もわからない。したがってマッシュルームの商品価値と

云うものがほとんど知られていない状態であったが，戦

後日本在住の欧米人が多くなり，西洋囎鯉，ことにブラ

ンス料理の材料として利用され固有の調理法に依る真価

が拡められっっあり国内消費も年を増加しているが，鮮

度が落ち易いので一度に大量の生出荷は危険が多いので

注意せねばならない。安全な経営は缶詰加工にしなけれ

ばならない缶詰加工にする茸は採集して石付を切り落し

水でよく洗い土を落し，水を切ってから，ビニール，ポ

リエチレン等の袋に入れ空気にふれない様にして工場に

輸送する。マ‘ツシユルームの缶詰は採集後12時間以内

に缶詰にしないと良品の缶詰が出来ないので，遠方より

の輸送は困難である。

生出荷

マッシュルームを生で

市場に出荷する場合，石

付の土を良く落して平箱

に一例に並べる。1箱に

,IZ
ペ

匙γ

記諺

詰める量は200匁が適当第7図箱詰〔市場出荷用）

である。箱は深サ1．8寸箱の大きさ(200匁入）
長ザ9.5寸，横7.2寸の箱に木毛を敷いて其の上wこ並

べ，荷傷承のない様に注意する。この箱を10枚位稜貢

ねて1梱包とすると輸送に便利である。輸送は自動車ま

たは汽車の客車便等を利用して輸送に時間を掛けてはな

らない，

－

林業技術叢書第22輯

モミ林
アンド吃・シェッフェル
オオギュスト・ガザソ共著
アンドレ・ダルヴニルニイ

岡崎文彬訳

内容

基礎理論・総説・詳説補遺・育成指針
施業指針・付表・引用文献

定価180円〒16円

発行日林協

一
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除草剤の林業的応用

第2報

Dowpon,硫酸銅等6種薬剤の

苗畑における成絞
夕

岩村通正，田村甲二，下山里美

（32．12．25受理）

』凸

ー 一

I ．緒言

林業苗畑の経営において，除草費の占める割合は非鴬

に高い。そこで近年2．4－，にはじまる各種新除草剤の

応用試験は次‘々 と発表されている'0'。しかるにその企業

的な応用は案外に行われていない。その理由の一つとし

て薬害を警戒すること,･第2には経擬の節減に対しての

見透しの確かでないこと等があげられよう。しかしさら

にその原因を堀り下げて見ると，従来の試験方法が多く

の場合基礎的であって，現場ではその結果をどのように

活用するかに戸まどb､しているということも否めない。

蓑た，この種新盤薬はまず一段作物や園芸方面で試用さ

れ，ついで林業に応用されるのが普通であるs

ところが一般の農地と林業灘mとでは同じ畑作でも，

かなりの特異点がある。そのうち苗畑のもっとも顕著な

利点としては，樹木の方が草本より一般に薬害の点で強

いということであり，反面その不利な条件としては，栽

培期間が長く，しかも林木の苗木は概して初期の生長が

緩漫で，ほとんど丸1年卿錨の蚕ま保育しなければなら
ぬことである。

､

他方一般艇薬では，ジャガイモ，トウモロコシの如き

は，栽培期間中まったく尹反除草を省略し，蕊到隙潭の

承によっても，なお，相当な収種を期待することが出来

る。このように坐育の速度が早く，短期に収穫出来る一

般農作物に比して，針葉樹の播種誌では，まったく手J反

勝潭を行わず，薬剤だけで目的を達するということは不

可能に近い。したがって林業謝測においては蕊請ﾘの施用

方法に相当の工夫と蕊質とが必要である。宮崎榊氏は最

近の著書鋤においてすら，現在のところ林業苗畑に好適

な除草剤は推奨し難いとされているほどである。しかし

岡山営彬書五城蹴澗における1955～1956年のSESに

よる除草効果は，床替畑において，従来0．1ha当り

11500円要した除草饗を8050円節減し，差引僅か3450

門で目的を達したと報じ8)"他にも同じような報告'0)が

見られる。

上記のような観点から，1957年7月，岡山大学鍵学

部，岡山県林試および県森連植月種苗場の3者が協同し

て，標題の試験を企画した。

本報ほ当年度における試験開始の7月4日から，8月

19日までの成績である。開始時期が多少遅れたことと，

初回の綜合的試験であったため，企画の上でも不充分な

点はあったが，一応の成果を得たのでここに報告するこ

ととした。

この試験のため研究上御懇切な助言をいただいた岡山

大学農業生物研究所笠原安夫，岡山営林署五城蔀mの大

滝勇の両氏，ならびに協同3機関の関係者各位に深謝の

意を表する。また本報は林学会・日林協の関西支部合同

大会（島根）でその要旨を発表，･'1）したことを附記す

る。

江．供試苗畑及び苗木

1．播種床における試験

県林試（勝田郡勝央町）の苗畑でスギ，ヒノキ，アカ

マツの3樹種について行った。播種は何れも4月上旬に

行ったもので，3樹種の苗床はそれぞれ1団地をなし，

やや離隔しているが，1950～1955年に新墾されたヵ所

である。土壌は黒色火山灰土を主とした，いわゆるクロ

ポクで，基岩は第3紀厨である。獅巴は団地により多少

異るが，難蕊堆肥，化学肥料を基肥として施用し，追

肥はしていない。手取除草は発芽後6月中旬まですでに
千回実施している。

2．第1回床替苗畑における試験

県森連植月種苗場（勝央町）の苗畑を使用し，ヒノキ

の承について行った。開墾年度は1953～1954年で，土

壌，基岩は林試の場合と同じである。供試苗は林試苗畑

で養成された原苗を，3月5～15日に種苗場の苗畑に床

善したものである。

3.主たる雑草

両苗畑ともメヒシバの害が箸るしく，エノコ戸グサ，

カヤツリグサ等も多い。トキンソウは当地方でやっかい

なものとされ，カタバミ．ゴニシキソウ等もこれにつぐ。

その他よく出るものとして，ノミノプスマ，アリノトウ

グサ，イワニガナ等がある。

4．気象

7月1日から8月19日まで50日間の温度降水に関

夕
‐

日

p

《
マ
ー

岡山犬学農学部
岡山県林業試験場
岡山県森林組合諏今会

筆者・岩村通正
田村甲二
下山里美
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岩村・田村・下山：除草剤の林業的応用第2報

しての記録を掲げると次の通りである。③放霞区：撤布直前に手取除草，刈り取り何れも行
平均気温24.9｡Cわない。
最高気温平均29.3｡C 最高櫛34.0｡C Ⅳ、試験地の管理および調査
最低気温平均19.4°C 最低極15.5°C 各区とも除草剤を撒布してから約1カ月余り，手取除
地中5cm温度平均24.9QC

草を行わず，｜随時観察を行って，8月13．日～19日に
地中10cm温度平均25.2°C

全区手取除草を行って，雑草の種別に現場で，生草重量
降水日数31日

を秤量した。測定の方法は各区別に生草の全量を測るこ
総降水量549.2mm （県林試観測値）

とを原則としたが，状況により1部分についてj羽I式に
Ⅲ、供試薬剤および試験区

1．薬剤の種類、 測定して換算を行った場合もある。ただし測定値は何れ

次の6種を試象たが，このうち礎畑では都合によりの場合も,5m3当りとして比較した。
(1)～(8)の承とし，他ば省略した。V.成績および考察

(1)Dowpon ②CMU(3)SES1.Dowpon

(4)MCPソーダ塩(5)2･4-Dアミン塩(6)耐耀銅これは米国ダウ社の創製による極く新しい除草剤で主

2 ．試験区Cl として根から吸収せしめて草を殺す

CH3COOHが，植物体の組織各部分からも吸収試験区画は各区5m豊としたが,Dowpon区のゑ試薬

が不足したため1m雪とした。試験区は一般に反復は行 されるので，枝葉全直臓布がも‘つと
Cl

わなかつたが，主要な区は重点的に2回反復とした。 も効果的といわれている。

3．除草剤の撒布 本剤は笠原氏の好意により入手し得たもので，薬量が

各区毎に0.1ha当り施用量を定め,51n鳶当り1Jの充分になかったため，ヒノキについての象，擢誌訂未と床

水に溶解して撒布した。撒布回数は各区とも7月4～'0替苗畑において試験した。

日の間に1回だけ行った。 擢羅副未では0.1ha当り瀧隻3000および20009を施

なお，撒布に際しては薬剤の性能により，次の3種の用したが，低濃度でも100%謡雪を被り,20%が枯死

事前処理を行った。したので，瀦重床に対する利用は不適と思われる。

（1）除草区？撒布直前に手取除草を行う。しかし職"では20009重で薬害を認めず,50009
個）刈草区：撒布直前に小刀等で淵障の地上部を刈りまで徴害に止まる。メヒシバ，エノコログサ,1､キンソ

取る。ウに著効があるから，林業苗畑用として有望な除輯剃と

第1表Dowponのヒノキ繕苗畑における成績

＝

Q

、～

｜“区＊
句

耐首菫晨之一
～且一§｡｡。

放 置 草

I

I

区一
“
、
目

＝

|”” ’3000 3000cont COnt項

苗木平均樹高cm

草 丈cm

雑草による被圧程度

15.7

40．0

禰大

13.8

50．O

大

８
０
５
Ｑ
大

１
６

15．5

120．0

激

18．3

15．0

小

14．4

17．0

中

苗木に対する薬害’’23%が微害'8%が微害｜なし’なし|3'%が微害｜なし
メヒシノく

カヤツリグサ

エノコログサ

コニシキソウ

ドキンソウ

その他

計

百分率

7500

1250

-

13350

2350

200

1000

16900

80

13000

1600

50

1000

14650

70

16550

700

2725

1025

21000

100

125

＋

100

650

55

930

67

125

15

100

1000

90

1380

100

３

生
草
重
鉦
麺ｊｇ

250

9000

43 ’ I’
〔註：：;:施用時の草丈30～40cm]
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岩村・田村・下山：除草剤の林業的応用第2報

かれているが，五城苗畑では150～2009を0.6～1.0

石に稀釈して施用し，良好な成績を得ている8)，今回の

試験で，ヒノキ床替畑に於ける成績は第3表の通りであ

る。

第3表SESのヒノキ月潜畑における成績

考えられる。成績の概要は第1表の通りである。

なお,5009でメヒシバは開花せず，エノコ戸グサは

消滅した。カヤツリグサは変色したまま生存しているも

のもあったが結実はしていない。このように草丈30～

40cmになった雑草に施用してその成育を停止すること

が出来るので，手取除草の間に合わぬ場合，一時制圧に

使用する．こともこの薬剤の一つの応用法となろう。

2．CMU(80%)
O

･の蕊劉｡"<二>"-&-酎<:登砿楓か。
吸収されて植物が枯れるという強力な隙潭剤といわれて

､いるので，瀧度を控え目にして実験したが，播種床では

209で各樹種とも薬害を受けた。

しかしヒノキ床替苗では最高濃度の60gまで薬害が

認められなかった。ジャガイモ，オカボ，ダイズ等で，

60～909を播種直御施用し，さらにその後1～2月間に

同量を反復用いて薬害が起らなかったという報告4'もあ

るから，床替畑には80～1209を施してもよかったので

ばないか，また60～809の潤隻で数回連用すればより

大きい効果があったのではないかとも思われる。

林業試癖易の赤沼試験地ではCMU(80%)の19%

施用が非常に良好な成績を示しているので8'，この点次

回に確める予定である。

今次の試験ではトキンソウ，カタバミに効果が認めら

れた。成績の概要は次2表の通りである。

第2表CMUによる苗木えの影響

笛
除草区

｡｡,J･"

区

cont400

苗木平均樹高cm

草丈cm

雑草による被圧程度

苗木に対する薬害

18．9

18．0

中

なし

15．8

100．0

大

なし

20．5

100.0

激

なし

23．8

14．0

中

なし

18.2119.6

15.0115．0

中中

なしなし

《
』80125

十25

70250

5-

',2115'01

1532524150

11252600

50

1001250

400375

1．語：
16950

61

5

100

13

953

メヒシノ<

カヤツリグサ

コニシキソウ

ザクロツウ

その他

計

百分率

－
１
釦
一
死９

３

生
草
重
量
極ｇ 無‘%；

10171122

100l11

’

第3表の結果でば除草区の生草重量において，施用効

果が明らかでない。これは試験地の環境調整が悪いこと

も原因と思われるが，反御微布を行わなかったため，薬

効が発揮されず，不整なデータを得たものとも考えら

れ，次年度において再検討する予定である。

播種床における成績は第4表の通りである。スギ，ヒ

ノキの場合は|略を同じ結果を得たが，アカマツでは濃度

1009において苗木の上長生長が抑制され,4009で

0.5％の個体が針葉の一部の枯れる症徴を呈した。

4.MCp

本剤は2．4－，と同様ホルモン系で，その挫質は似

ているが，畑地雑草の発芽抑制と幼植物に枯殺力が優っ

ているとされる。施用法は作物に薬剤のかからぬよう，

畦間の土壊にかけるのが常法となっているが，識重床で

はこのように出来ぬの；で痢菌全体に撤布した。本剤のス

ギ，ヒノキ擬麺床における成績は第5表の通りである。

なお，アカマツの場合はスギ，ヒノキと略々同儀であっ

たから省略した。また，今回は床替苗については行わな

かったが，報緬床で薬害のなかったことから，当然床昏

苗でも適用されるものと推定される。

5.2･4-Dアミン塩

2･4-Dによるメヒシバの1年生スギ，ヒノキ苗床に

対する駆除については，笠原，中塚によって有効な使用

法のあることが報告‘'されているが，今回は擢漉床につ

いての承実験を行った。

0

苗
区 #|樹種|繊驚駕繍量‘

適否及び

濃度

床替苗|ゞ′孝|6ogまで肉眼約に薬害なし|適60雪上 一
一

寒;…
撫重床ヒノキ2o9で8%枯死
スギ209で4%被害,5%

の苗アカマツ20～509で8～15%

第2表の結果から，稚苗ではアカマツがもっとも強く

スギ，ヒノキの弱いことが確められた･

3.SES

本剤は2．4－，やMCPと同類のホルモン系陰萎野剃

であるが，その雑草作用ば従来のホルモン系のものとは

なはだ異っている。すなわちこれは茎葉に撒かれても植

物に影響せず，一度地中に入ると徴生物の作用で2．4デ

イクロロフエノキシエタノールとなって，殺草作用を発

揮するといわれ，0.5～1.0cm以内の幼植物と種子を殺

すことが特色とされている。林業苗畑に対する処方7》と

しては，1年生苗木に0.1ha当り509を,.0.5～1.0

石の水に薄めて10～15日間隔に分けて撒布するよう書
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第4表SESのスギ．ヒノキ．アカマツ擢麺床における成績
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〔註：鐘の一部が枯れた個体0．5％を発生した程度’枯死はない〕

第5表MCPのスギ・ヒノキ播種床における成績
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〔註〕いずれも放置区で撒布前に除草を行わず。

その結果は1009渡度においてスギ，ヒノキ，アカマる。な鮪,2．4－Dソーダ塩についての実験は行ってい

ツ，各樹種を通じて薬害を生じ，結果は悲観的である。ない。

ホルモン剤としてMCPが良好であったが，本剤の播6.硫酸銅

種床における成績は不良であったのでその詳細は省略す本剤6)倣県林業試駄場において2～3年前から除草剤
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として試用していたが，今回一般の除草剤と同時にあらわなかったので効力不明である。

ためて播種床の試験に供した。その結果，メヒシバ，ト6．研錘銅：擢詞末でスギは20009で薬害を生じ不

キンソウ等の雑草に対して祷段力があり，薬害の方面で適，ヒノキは20009まで安全で一応可能，アカマ

は，スギがおかされやすく，ヒノキはやや弱く，アカマツは40009まで薬害を生ぜず殺草効果が認められ

ツは抵坑性が高いことが確められた。硫軸副施用試験のたので，なお，検討の余地ば多分にあるが一応適と

成識既要は第6表の通りである。される。

第6表硫酸銅のヒノキ・アカマツ播種床における成績
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〔註1：*葉先の枯れた個体10％を発生した程度註2：いずれも放霞区で撒布前に除草を行わず〕

同表の成績の示すように本剤の除草効果はかなり有力Ⅷ、文献

なものであり興味ある結果が得られたが，土壌の酸性化1）岩村通正』除草剤の林業的応用（第1報）除草剤
等についての疑問もあり,なお,検討を縦ける予定であるの林木及び雑草種子の発芽に及ぼす影響について，

Ⅵ、結言 西京大学学術報告，艇学No.7,1955.･

現在までの実験結果から,普遍的な結論は当然引き鵬2）実光京一･下山里美･岩村通正:除草剤の林業苗
せないが，今次の調査で判明した点を摘記すると次の通 畑に対する試験（第2報)Dowpon等種3薬剤の

りである。なお，多くの疑問の点未知のことがらもある ヒノキ床替苗畑における成績，日林関西支部講演集
No.7,1957.

ので，それ等は将来の試験によって補備していく予定で
3）笠原安夫・中塚憲次:2･4-Dによる杉檜苗圃のある。
メヒシバの根部障害とその駆除試験,2･4-Dの研

1.Dowpon:ヒノキ擬緬床では不適，ヒノキ轄苗
",No.4,1954.

畑では2000gまで安全であり，一応適と考えられ
4）．笠原安夫･武田満子？新除草剤の生理的特性に関

る。
する研究（第1部）1955．

2.CMU:(80%ﾉ：スギ，ヒノキの播種床において 5）近藤万太郎，笠原安夫；薬剤による雑草の駆除識
は濃度0.1ha当り（以1轆度はいずれも0,1ha当験（第4報）水稲の除草について，農学研究,Vol.
り),209で薬害を生じ，穂となったが，アカマ35,1943.

ツでは209～50gまで使用可能である。ヒノキ床6)営崎榊:図説苗木育成法,1957.
蓉畑では60gまで薬害を生ぜず，施用適である。7)日本農薬KK:新畑作除草剤セス,1957.

3.SES:撒癒床におけるスギ，ヒノキは400gまで8)大瀧勇：苗畑除草剤セスについて，蕊やま，
1957．舞喜なく，適となったが，アカマツはやや弱く100
9）坂口勝美：苗畑の手入,林業知識,No.45,1957.9で生長が阻害され,4009では0.5%葉に微窪
10)白石保夫:苗畑における2･4-Dの使用法についが現われたが一応使用可能と思われる。
て，兵庫県林試成績普及版,No.1,1952.

4.MCP:各樹種とも500gまで薬害なく》殺草力
11）田村甲二･松本行雄・岩村適正：除草剤の林業苗

は強いので有望な苗畑除草剤と考えられる。 畑に対する試験（第1報）硫酸銅等6種薬剤の播種
5.2･4-Dアミン塩：播種床では各樹種とも1009床における成績，日林会関西支部講演集:,NO7,
で薬害を生じ不適となったが，床替畑では試験を行1957.

Q

段

《
》
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式間伐法が当局の間伐基本型として採用される迄の約40

カ年間実行されてきた。その結果は，間伐度合が強きに

失し，あたかも全体が採種母樹林のような林相になって

いる。この間伐ヵ所は経費の都合で適期の枝打が実行さ

れなかったので，ヒノキの枝張りは長大となり，樹幹は

ウラゴケ多節の利用価値の低いものになってしまった。

その一部を視察された近藤前局長は，「強度間伐見本林

としてこのまま保存する価値がある」と評されたとのこ

とである。

私の行って来た間伐法

私が担当区主任として第一歩を踏象出したころば寺崎

式に代るホーレー式がとり上げられた直後で，本法につ

いては特に周到な教育を受けた。ホーレー式は寺崎式に

比較して，幹級区分は簡単であったが，「どれだけ伐る

か」という脳桑については同じであった。

環境や立木状態によって，現実林は局所的に変化が著

しいので，個灸の林木を一達の幹級にはめることや，ど

れだけ伐るかの間伐度合いを決定することば容易でない

ため，実行者のカンにより，千差万別の似て非なる間伐

が行われることになり，経営方針により一貫しなければ

ならない国有林の間伐法としてはなはだしい矛盾を感

じ，何等かの方法を掴承たいと苦悩した。

丁度その頃，林業技術誌上に「牛山式間伐法」を発見

し，熟読研究したところ，非常に共鳴せられる点が多か

ったが，なお不明の点があり実地に応用できかねてい

た。それから数カ月後に現署長をお迎えして，早速待望

の識習会を開催して戴き，受識者一同「この方法ならば

我をも確信をもって実行出来る」という自信を得た。

牛山式間伐法の概要

この法は「胸径臓樹高，クローネ，地位，林令，立木

度等をよく指標するから，樹種，（品種）が同じであれ

ば，胸径の等しい林木には，地位，林令に関係なく，つ

ねに等しい領有面積を与えて現実的にはほとんど支障が

ない」とし，林木個盈の胸径に基準を置き，これに応ず

る樹間距離によって，優れた木に接している劣る木の残

伐を決めている。

はしがき

私は，昭和27年に近藤前局長並びに浅川課長からホー

レー式間伐法について御懇篤な指導を仰ぎ，その後6カ

年間担当区主任として毎年の間伐調査にこれを利用して

きたが,いまだにその技術を充分体得出来ないので,いつ

も不安を抱きながら職務上余儀なく実行に当ってきた。

今回牛山式間伐法を習得し，実地に応用したところ，

この法は計数的な基礎によって客観的に残伐がきめられ

るので，カンに左右される不安が解消した。

私の管内人工林の現況と間代の径過

1．人工林樹種令級別面獄表（単位ha)
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なお,このほかに現在迄私が考察,研究してきたことは

1．芹川松の研究（高知林友）

2．梼原村公有林の実態（商知林友）

3．さし木による｢すぎ｣造林品種の選定（研究中）

等であるが，特に本題については非常に感銘を覚えたこ

とであり，私と同じ脳象をもたれる多くの人餐に本法の

使用をおすすめする意味をもって，その体験を公表する

次第である。

2．間伐の径過

私の管内の間伐は，大正の初期に始まったが，当時は

寺崎式間伐法の黄金時代であり，昭和27年，ホーレー

躍者・宇和島営林署宇和聞担当区珊務所主任

－21－
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間城：牛山式間伐法を体験して

すなわち間伐基準を地方林分収穫表から求めた適正本

数と，胸径ごとの適正樹間距離におき，次のように伐る

木をきめている。

1．被圧木，病虫害木，衰弱木，損傷木，曲叉木，傾

倒木等でそれ自体ではもはや育成の価値がなく，伐採し

ても林分保謹上支障がないもの。

2・優れた木の適正距離の2分1の以内に近接してい

る劣る木。

3．列立する3本の中の木で，両側の2本に比べて優

れていないもので，これを伐っても，残存木間の距離が

適正なもの1．5倍をこえないとき。

4．3～5本の残存木に囲茨れ，そのどれからも適正

距離以内にあるな象の木。

ただし，優れた木が互に隣接するときは，3本以上が

列上に並ばない限り，1本と承なして距離に捉われるこ

となく並立させる。この法は，

1．地位，林令に捉われることなく，林木個灸の大い

さに応じて疎開すれば，適正な立木密度が残されるよう

にしてある。

2．幹級区分によることなく，胸径と樹間距離をモノ

サシにして残伐をきめる。

3°優れた木は群状に保残して，単位面積当りの良木

の割合と蓄蔵を多くする。

4．隣接木相互の優劣の判定のほかは，すべて実測出

来る胸径と樹間距離によってきめている。

などの諸点か'ら，容易確実に行われ，個人差が少い･

従来の間伐法と牛山式の比較

1．寺崎式間伐試験地

当部内に設定されている，寺崎式ヒノキ間伐試験地を

調査して第2表並びにFig.1を得た｡(表・Fig.1省略）

この試験地は間伐の目的を達する手段としての間伐度

合いの強弱を考える前に，間伐繰返し期間の延長が林木

成長におよぼす影響を比較対照式る目的を以って設定さ

れたものである。（井場）

1．この寺崎式間伐区は，大正14年に設定し，間伐

区（写真1）と放溌区（写真2）にわけている。間伐ほ

強度で当時の残存本数は収謹表適正本数（四国内海地方

林分収謹表）の55％にすぎなかった。（写真1,2省略）

2．間伐後26年径過した昭和26年になってようや

く閉鎖が回復し，ほぼ適正本数になった。この間林力が

ムダに消喪されたことになる。昭和32年には適正本数

に対して17％多く，弱度の間伐が行ないうることを示

している。

3．材談成長は，対照の無間伐放置区に比べて間伐材

稜を含めてもなお，21％少い°

4．単木ごとの成長を比べるため対照区について胸径

の大きいものから間伐区の現在本数と同じ本数だけ拾い
出すと第3表（省略）の通りで，平均径も対照区と差が

なく過伐の害を示している。

5．間伐区（写真3）は枝が太く，長く拡がって，ウ

ラゴケとなり材積,造材歩止り共に対照区（享真4）に

比べて著しく劣っている。（写真3，4省略）

6．収謹表適正本数に一致する間伐区が設けられてい

ないため，これと比較出来ないが，従来の寺崎式の模範

を示した間伐区が過伐であったことを示しているものと

考える。

2．ホーレー式間伐指標林

昭和‘26年，当経営区の経営案編成に当り，局計画課

員が間伐基準決定のメヤスとして設定したヒノキ指標林

を調査して第4表を得た。（表省略）

1．この指標林の本数もまた収穫表適正本数に比べて

12～25％の過伐で,現在ク戸一ネは相互に疎開し,漸次

枝張り強大となる傾向を示している。

2．当経営区の間伐繰返し期ほ10年を標準としてい

る。しかし間伐後6カ年を経過した現在より推測して，

残年数では次回間伐は不能である。

3．林分の適正密度を保つように間伐度合いを決定す

ることは経営案の原則でありながら，指標林に於いてさ

え過伐となっており森林生産力増強の趣旨に相反してい

る。

4．経営案は現場に於いては特に尊重しなければなら

ないのに，経営案間伐指標林が過伐となっていては将来

の蓄麓鱗成を不確実化させる蕊がある。

3．従来の間伐実行結果

大正初年より当所部内で実行されてきた各種間伐法に

よる結果は第5表（略）の通りで，収穫表適正本数に比

べると各ヵ所共大差があり，その差は乱数的である。

この実行結果から考えると，

1．間伐法が寺崎式からホーレー式にかわり，選木者

が違っても，前例に範をとってか，大半は強度の間伐が
行われている。

2．これらの区に対して経営案は材積に於いて5～20

％(平均15％)の間伐率を指定しているが，実演は平均

20%である。材積比率は直接的に間伐の基準にならな

いことと基本の蓄稜見積に大きな誤差があることなどか

ら現実の選木に役立っていない。

3．間伐について必要なことは，直面する一群の林木

中から，どの木をどれだけ伐るかの基準をきぬることで

ある。幹級はこの基準としては極めて不確実なものであ
る。

4．経験や技能の異る多数の職員によって毎年大面積
の間伐をする国有林にとって特に必要なことは，客観的

【
・
二

Q

《
》
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間 城：牛山式間伐法を体験して

に明確な間伐基準を示し，統制のある間伐を行うことで

ある。

牛山式間伐法を体験して

私は本法を習得してから,44haの選木を実行した。

これは本法初囲の調査でありながらも第6表（略）の

ような成果を挙げることが出来た。この体験から今迄の

間伐法と比較考察したことを要約すると，

1．従来の国有林に採用されてきた間伐法はほとんど

が樹型級間伐であって，その習得には数10年の恵まれ

た環境と卓越したカンが必要であるといわれている。

現業に追われる私達には此の神技に近い技術はとうて

い達することが出来ないのに他に適法がないため，結局

はカンによって優良木を等間隔にしかも結果が経営案の

間伐指定率にほぼ近いように残す操作を実行して来た。

2．牛山式を応用した調査は大面積で10数日におよ

んだが，選木については，各人とも同一の結果を生じ，

天候の礎化，調査員の疲労度などに影響されなかった。

叉間伐講習直後の調査で補助員に本法が良く理解されて

いるか否かを心配していたが，これは単なる私の杷憂に

過なかった。このことにより本法が選木の基礎を数値的

に実測出来る胸径と樹間距離に置き，アイマイな樹型級

を基調としていないため個人差を生ぜず，誰でも容易に

短期に習得出来ることを証明した。

3．調査に当り，従来諸法ではどれだけ伐るか，とい

う埜準がポカされていたため，いつも迷わされ不安であ

った。牛山式では地位，林令立木度等局所的に変化する

現実林に対し，機械的に残伐がきめられ誰が行っても，

数字に導かれて確実に適正立木度をもつ林分に仕立てら

れるので，精神的に非常に楽であった。

4．間伐は林木の生産目標によってその度合いを礎化

させなくてはならない。本法では，適正樹間距離を加減

することにより，生産目的に即応した立木度となるよう

な間伐ができる。

5．本法では強さの加減は特別な場合に限られるから

経営責任者が予め強さを指示することができて，選木者

個々による不統一な加減の不安がない。

6．選木はミキに直接ふれつつ行うため，従来諾法で

はしばしば見落しがちであった見えない側面の欠点が完

全に判り，残存木は直に価値成長を大ならしめるものの

承となり，経済的蓄穣総成を堅実ならしめる。

以上私の感じたことの結論は，「客観的な間伐基準があ

るから，誰でも同じようにできる」ということである。

寺崎式間伐法の創始直後から現在迄間伐について長い

経験をもつ現場指導員や，同職担当区主任,地区経営指
導員も本法が過去諸法に比べて極めて理解し易く，かつ

理論的に体系化され，各課程の間に偶然性がなく，必然

性の樹立されていることに同感の意を表わしており，只

単に私の象の感受したことでないことが判明した。

むすぴ

従来の間伐諸法は，純粋技術のうえでは勿論立派なも
のであったが，その応用性に於ては現業の技術者には不

向きであったと思われる。間伐は立木密度の高い林分か

ら，悪い木，劣る木をその程度の大きいものから順次除

いて，残る木を適当な密度にムラなく配置させることで

ある。

各個樹相互の優劣判定は比較的容易であるから，対象
の林分について，どれだけ伐るか，どの木をどのように

伐るかを計数的に示されれば，誰にでも容易に同じ間伐

ができるわけである。

第7表は木曾国有林で寺崎，河田両博士によって行わ
れた寺崎式ヒノキ間伐指導林について，その結果を0．1

haののまま掲げたものである。

これは牛山式間伐法によって，適正本数を残せば寺崎

式B種間伐と残存本数が一致することを示している。換
言すれば私達のような未熟なものでも適当な間伐基準が

与えられれば，寺崎，河田両博士のような一生間伐を練

磨された名人と同じ間伐ができることを示している。

私は牛山式間伐法についての経験は浅いが，あえてこ

れを推奨するゆえんは，牛山式には計数的な間伐基準が
あり，誰にでも判りしかも経営者の期待する残存本数が

容易に仕立てられることである。

終に何時も御指導を賜っている牛山署長に対し至らな

い体験文となったことをお詫びします。

“わび）紙面の都合により第2.3.4.5.6表,Fig.1,並びに

写真1.2.3.4省略させて欺き主した。悪からず御諒承下さい。

h

ｰ

■

ロ

●

《

第7表寺崎式と牛山式指標曲線比較表

間伐後牛山式間伐前

平均径本数
(cm)(本）

21.2138

17.1147

20．9132

19．6145

樹 種 林令 本数
(本）

90

113

92

96

平均径
(cm)

22．4

17．7

22．0

20．4

罷需’
22．4

17．7

22．1

20．4

本数
(本）

87

110

95

100’
ひのき・さわら

ひのぎ
〃

〃

小川

阿寺崎
田
″
〃
寺
河

昭29
〃

31

詔

松
尻
上
野

９
５
７
１

５
３
４
－
４

287

86

200

199

″
〃

″
〃

（註）指標曲線は和田氏の木曾南部収穫表による。 (牛山）
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|’ 製材機械診断結果と2，3の考察

皆地良雄
１
１

1．まえがき2．製材技術えの関心が高まるまで

吉野林業地の名は古くより知られており，産材蓑た天本県における製材工場経営者の，製材技術に対する関

下の美材としてたたえられてきた。したがって，本県の心は，従来極めて低調であった。殊に終戦後工場の乱立

林産業界は，素材販売を主軸として発達し，製材工業ととインフレの波は，このことに一層の拍車をかけた。機

しての歴史は，比較的新らしい。第1表において見られ械はとに角，音を立てて廻っておれば，何時迄も金の卵

る通り，工場総数の67％は終戦後に新設されたものでを生象続ける鶏であるかの様に誤認されるか，もしくは

あり，生産技術，機械施設の点より，多くの問題を包蔵単に工場は木材商業のアクセサリー程度の取扱いしか受

している。高度の生産技術，例えば，薄鋸の使用を導入けていなかった。あるいは叉一方生産に携わる技術者す

するに当っても，それが受入可能かどうかを判定するたなわち目立製材工の考え方も，因襲的，封建的なものに

めには，施設機械の稼動状況を把握する事が先決問題で支配され，殊に目立技術に至っては工場主の無理解と，

あり，なお，またその機賊の能力を無駄なく発揮させて目立工の独善との間にあって，その進歩叉遅をたるもの

いるかどうかを知るためにも，機械診断の必要が認めらがあった。この様な状況のもとに，木材加工に関する林

れた。これ等の見地に立って，過去2年余の間に，県下業技術普及事業の一環として，製材工場における，生産

の工場集団地裕である。桜井吉蕊下市，五条，高田等の技術の改良普及がとりあげられた。昭和27年5月静岡

各地区において146台（常鋸盤総数349台の42％に相県下より，優秀技術者を招聰して，薄鋸使用に関する講

当）の診断を完了したので，鼓にその結果を取り纏め，習会が県下各地で開催されたが,"数の人達を除いては，

若干の考察を加えた。なお批判的な態度を執り殊に各工場集団地での最も先輩

格と目される人達において甚だ
第1表創業開始年度別工場数馬力数

（昭和30年3月調）・しかった。其の後県林務部にお

《
》

q

いては,目立技術者の実際的な，

相談相手となって，その苦悩を

解決するためには，普及員自身

が目立技術を修得する必要を認

めそのため私は静岡県立鋸目立

技術者養成所に派遣された。6

カ月の研修を終えて帰県後は，

桜井，吉野，五条等県下の製材

工場集団地帯に対して，目立技

術に対する啓蒙を行った。折も

折昭和28年秋に始菫つた･デ

フレ政策の影響は，木材界にお

いても翌29年2～3月頃より

顕著となり，加うるに同年5月

北海道に生じた多量の風倒木に

よって，需用供給の両面から影

響を受け，売行の減少，市況不

’ 創業開始年
総

馬力階圃
場

工
数

昭 和 備考 《
》明治｜大正

|!6年以前'17~201'｡～’
2

6138

161295

151477

19862

221348

3611

11

8155334

16．211．067.3

1,8891,5626,530

|17.814.861.7

計

2

45

123

106

89

83

20

2

470

94．5

9，981

94．3

奈
良
県
の
農
林
統
討
（
昭
和
訓
年
版
）

農
林
省
奈
良
統
計
調
査
事
務
所
刊

２
８
５
７
２
８
１
１
４

３
９
７
６
４
１
３３

圧
加
晦
加
釦
釦
叩
叩
数
数

５
１
２

一
一
一
一
一
一
一
一
％
駒
％

０
５
０
５
０
０
０
０

１
１
２
３
５
加
総
総

2

47

128

113

96

87

22

2

497

100

10，596

100

ー

’
２
３
７
６
４
２
｜
型
趨
釦
郵

2

1

3

0．7

45

0．4

に
依
為

振の状態に入った。ここに至って製材業者自身が生産原
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皆地：製材儀械診断結果と2，3の考察
－～

価の低下，商品価値の向上に対して真剣に取り組むよう帯である。桜井，吉野，五条高等の各地において機械診

になり，われわれ普及員の言にも遂次耳を傾けるように断を実施した次第である。

なった。続いて同年8月桜井木材協同組合を指導して，

製材先進地としての，天竜地区の視察旅行を実施せしめ

たが，この視察は工場主，目立工，製材工，事務担当者

等各工場でそれぞれの部門担当者60余名が揃ってのも

ので，溌重な成果を収める事が出来た。すなわち工場主

ば商慣習§機披施設，製材目立技術等について如実に見

聞して開眼の機を与えられ，折角の吉野の良材を製材し

ながらも，なおかつ東京市場では天竜材より割力惑い，

と云った原因がどの辺にあるかを括む事が出来，また目

立工，製材工緒君にとってば，その作業態度，製材技術

についても大いに学ぶ可き点があることを自らの目で確

認したことと思われる。吉野地区においても桜井と略同 写真は診断に使用した計測器類

様の経過から，天竜方面の視察を実施し，これ叉大きな3．製材機械診断箇所と計測器具

収穫を得てきた。これ等の視察旅行の結果，各地に現存機械診断方法は，昭和27年林野庁主催，木材加工専

する機械施設の損耗度を検査して，その実態を把握する門技術員協議会で,指示された"製材工場の診断手引〃

必要が認められ，ここに機賊診断実施を要望する声が大によった。診断箇所並びに使用した計測器類は第2表の

きくなって来たので，この好機を捉えて県下工場集団地通りである。

第2表帯鋸盤診断事項一覧表

■■卜

~垂

’診断事項

振動

スボール

鋸車真円度

鋸車の横振

鋸車垂直度

鋸速度

軸 受

セリガイド

緊張装置

テーブル定盤

ベッドプロック

歩出機

レ一ノレ

挽速度

製．品検査

測定項目

機体基礎の振動

スポールとガイドの緩承

上下鋸車の表面の振れ

上下鋸草両側の振れ

鋸車垂直度と上下鋸車の芯

鋸車回転数

ベアリング損耗の程度

鋸身とセリガイドの平行

テコの倍率と効き具合

鋸身と定盤の直角

測定用具

テレバイプ戸メーターUl型

シツクネスゲージ

ダイヤルゲ一ジ

グイヤルゲ－ジ

下ケ振り，スケール

ハスラ－回転計

聴音棒

ダイヤルゲ－ジ

変イヤルゲージ，スケール

角型水準器梁ギ主スケージ
角型水準器翌筆慈一ジ
ダイヤルゲージ，ノギス

水準器弾ﾃ総ｾﾝﾀーボ
ｽ1，ツう･ウオッチ．

ノギス＄スコヤ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
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ｗ
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繰出誤差（送り爪）

ﾚーﾙの嬰機農対幾鐵

挽曲り直角度，挽肌

4．診断結果のあらまし

r診断結果とその考察

診断を了した地区と，機種別台数は第3表の通りであ

る。以下診断事項の重なるものについてとりまとめた。
屯

（1）振動

測定機械台数137に対し，許容振動限度5脾以内の

ものは25台にすぎなかった｡地区別機種別総括表は第
4表（省雌）の如くである。帯鋸盤は高速回転をしてい

第3表地区別機種別診断機械台数

蕊蔚一巡皇|桜辮野|五条高田岸陀

自鋤遥…B:;::|:;;輯更自動送材章付B.S.-9

手押送材車付B.S、22151101114

テーブル式B.S.13.818-2

計"|371301､"

計
一
郵
加
泥
釦
妬１
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皆 地：製材機械診断結果と2，3の考察

（5）セリーの鋸身に対する平行

鋸身を基準として，これに対令る，セリーの平行度を

機械総数146台について測定した。第7表(略)の通り

平行度良好のもの23％に過ぎず，セリーガイド間嗣れ

のもの29％後倒れのものが45％あった。更に3％は

セリー昇降不能のものであった。なお，セリーガイド前

倒れ後倒れ誤差の最大値ほ.それぞれ500,350mm/100

であった。

（6）緊張装置

挽材時鋸身にかかる抵抗によって生ずる鋸身自体の伸

長に応じ鋭敏に作動して常に鋸を緊張せしめる緊張装置

は極めて重要な機織であるが，多くの工場においてナイ

フヱッヂの不具合から，この働きを欠くものが少なくな

い。甚だしきに至ってば機械の外枠が，レバーの自由な

働きを制限していたり，固定してしまったものさえあっ

た。診断台数141台に対し，良好なもの66，不良なも

の75で，不良率53％に達した。なお，ナイブヱツヂ

の鴎落,’レバー取付角度の不良等，比較的簡単に修整可

能のものについてはこれを行った。

のベアリング

聴音による診断を主として138台の帯鋸盤について上

下各2箇宛計4箇のベアリングを検査した結果，上部ベ

アリングにおいて不良のもの71台,不良率51.5％,下

部ベアリングにおいて不良のもの55台,不良率39.8％

を算した。なお，上下各2箇のうち1箇以上不良の場合

はこれを不良とした。

（8）送材車

《）鋸身に対するスライドベースの直角度

46台の送材車について鋸身とスライドベースとの直

角度について測定した処，第8表（略）の通り良好な結

果を示すものは19～26％に過ぎず，其の他はスライド

ベースが前上り（＞90）叉は前下り（＜90）であった。

なおヘツドプロックとは送材軍を挽材開始の状態におい

た時，鋸身に近きものよりそれぞれ1，2，3の番号を付

した。（4本立の＃4については＃3に含めた）

（ﾛ）レールに対する鋸車の振れ

送材車付帯鋸盤91台に対し，レールに対する下部鋸

車の振れを測定した。下図においてEG>FHなるもの，

る。したがって，機械の損耗とか，構造上の欠陥とい､つ

たものはすべて綜合されて，機体の振動となって表われ

て来ると見られるので，振巾によって機械の老朽度を示

すものと考えられる｡第4表(略)を磯種別に見ると，軽

便台車付帯鋸盤が最少値’0.8脾を，手押台車付帯鋸盤

が最大値21.8脾を示し,5牌以内の良好な状態にあるも

のは,前者で40%を占あるか，後者では16.5%に過ぎ

ない。軽便台車は，ここ数年来急速に普及した機種であ

りしたがって機械が新らしいものは矢張り精度が良いこ

とを示している。一方手押台車付のものは，本県におい

ては最も広くかつ早くから採用されている機種であり，

それだけに老湖上しているものが多い事が観察される。

更に地区別に本表を見るこ'とは，診断時期に可成りの

ズレがあるので多少の掛酌を要するが，製材工業の活溌

な地区程小さな値を示している。もっとも桜井地区にお

いては診断終了後各工場で設備の改善と近代化が計られ

ているので，現状では恐らくは10脾以内の平均値を示

すものと予想される。

②スポールとスポールガイドの間艤

“台について測定したが,良好(5/100mm以内)な

ものは14台に過ぎず，その他は10/100～70/100mm

程度のガタがあった。使用者の不注意から，ライナー脱

落のまま放置されているものもあった。

（3）鋸車の真円度と横振れ

鋸車は永年の使用によって摩耗を来たし，あるいはス

ポークの弛象や，アンバランスを生ずる。鋸車の外周上

の異調は直接挽材の不正確に影響がある。上下鋸車の異

調は表面の真円度と，側面の横振度とを測定した。その

結果ほ第5表（略）の通りである。

すなわち，許容限度以内にて精度良好のものは鋸車表

面上部が50％，下部が56％，側面上部が23％，下部

45％を占めている。上部が下部より損耗の大きい事を

示している。精度不良のものは何れも修整を要す。

倒鋸速度

146台の滞鋸盤について回転数の測定を行い，これに

基いて鋸速度（灰′分）を算出した。第6表（略）は機

種別，地区別の平均値を表わしたものである。最高は吉

野地区テーブルB.S.の10,8000DR/分，最低は桜井

地区手押送材車付B､S.の8,380沢/分であった。

地区平均では吉野の10,170沢/分が儲葛であり，テー

ブルB.S.(吉野）が扇奇を示しているのほ当然と云

えるが，鍔重別の平均値では軽便自鑛材車付B.S.

が9,810沢/分を示して，テーブルB.S・の9,600IR/

分を僅かに離している。この率は矢張り軽便自動B.S.

が最近の機種であり，鐘重度を上げて得る事を示してい

る。
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皆地：製材機械診断結果と2，3の考察

リーガイド）に対し注油不足である。常に十分の注油を

施し円滑な操作が期待出来る。

④本機のブレーキを欠く場合，手近の木片で制動し

ている場合がある。鋸車のために良くないので制動装置

を取付ける事が望ましい。

⑤平ベルトの継手にレーシングを使用する場合，ヒ

ンヂピンを正しく使用していないものが多い。

⑥目立機のグラインダーの芯が狂いこれが為片アサ

リとなり挽曲りの原因となっているものが少なくない。

⑦グリースの保管，取扱いに慎重を要す。

5．むすぴ

以上機械診断の結果をまとまらぬ儘に述べたが，単な

る診断に止まらず，製材工員の皆さんにも，正しい機械

のあり方や修整方法，目立技術との関連について等灸直

接話合うことが出来たのは，大きな収穫であった。皮相

な見方をすれば，デフレが製材技術えの関心を昂め，施

設近代化えの橋渡しを努めて呉れたとも云える。

我盈の努力の至らなさを反省すると共に，今後は，2

～3年の荊間をおきつつ，この健康診断を順次繰返して

機械の病気を未然に防ぎ，工場経営合理化の一助と致し

たいと思う。

おわりに機械診断実施に当り，種を御指導を賜わった

中川林務部長，山河林政課長,高柳普及係長,"ll所長

日野専門技術員，所員各位に心より御礼申し上げる。

（おわび）賊面の都合上4,5’6，7，8表省略致しました。

すなわち，毒向に振れているもの52S(57%)EG<

FH,すなわち逆方向に振れているもの39台(43%)で

あった。振れの度の最大値(EG,FHの差）は正方向

で6.0nlm,逆方向で4.5mmであった。なお振れの

渡装ほ，鋸車表面の摩耗なきものにつし､て，その径の

1,000分の1(42吋にて約1.06mm)EG>FHなる

ものを正常とした。

ヤリレールの良否

送材軍レールの良否については111台について測定し

た。不良のものは41台23％に達し，曲りのあるもの

継目の憩いもの，平山両レールの水平でないもの，基礎
不良のもの等があった。

Ⅱその他の気付事項

製材江:場の巡狸旨導中，多くの工錫で侵している共通

の欠点とも云う可きものを列記すると次の通りである。

①鋸車の軸跡勵誰を必要以上に長くして使用してい

るものを往盈散見する。スポール緬寸ポールトが本機フ

レームより上部に出ている時は，その裁果がない。した

がって振動多く鰯戒の糊更を早く悪くする。常用鋸刃は

短いものを用い,．特に大径木に対しては長尺鋸刃を用意

しておく事が得策である。

②上下鋸車並びに送材車輪のアカ取りに鋸刃等の材

質砿きものが使用されている。精度保持のため，真鋳板

の如き軟質材料と取替を要す。

③一般にメタル部分，摺動面（ス謡一ルカイド，セ

I

＝

し

〔林業技術投稿規定〕や

塗 ◇
◇
投稲原稿は未発表のものであること。

投稿原稿は一回について，写真叉は図表を含象印刷出来上り4頁（原稿用紙換算400字詰23

枚位）以内とすること。

用紙は原稿用紙を使い，なるべく横書きとすること･

図はケント叉はドレーシングペーパーに墨書し色は使用しないこと（図版は縮少して印刷す

ることが多いから図の中の注記，数字，符号等は余り小さくない方が望ましい）

写真は必要な最少限度に止め，かつ鮮明な印画に限る。

用語は成るべく当用漢字を用い，新カナ使いとすること。

原稲には筆者の職名（叉は勤務先）及び氏名を，封筒には住所氏名を明記のこと。

ただし随譲，感想，意見，要望等に関する原稿については誌上匿名も差支ない，その場合も

柵外に住所氏名を明記のこと。

封筒の表紙に「原稿」と朱書すること。

投稲の原稿は原則として返還しない。

原稲の取捨叉は削除並びに掲載の時期は編集部に一任の弓と。
掲職の原稿には薄謝を贈呈する。

◇
◇

◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
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私は去る3月4日羽田出発，5月1日帰国，この間59輸出総額の4％4に当りますが，最近その賓源の減少が
日。タイ，ビルマ，インドネシヤ，フィリッピン各国を問題となり，人工造林等による増殖が誰ぜられていると

廻って来ました。のことであります。
今回の旅行は日本プラント協会から紙パルプ技術調査ゴムの生産は年約13万屯で大部分アメリカに輸出し
員として派遮され，その目的は燕蒋アジヤ各国の紙，パていますが，輸出総額の22％をしめています。
ルプエ場の現状視察と，今犠汝p何なる計画を持っている序でですがこの国の主要産物は米であって，年生産ほ
かを調嫌するためでありまして，一行朧当社の製造部長450-500万屯。人口2千百万の者が消化してなお輸出余
と日立趨船の技術顧問の方と3名であります。力は150-200万噸。輸出総額の57％をしめているとの

先般当技術協会から「瀬煮アジヤの林業技術」についことであり，余談でありますが「犬や獅坂唯喰わぬ･ま
て何か話を，とのことで御座いましたが，目的が目的でして托鉢の坊さんにほ天国である｣という話があります。

タイにおける重要木材について価嬬を調

べて見ますと

（石擦蝉）

コクタン3,300-9,000FI

シ女ン3,300-4,100"

チ－ク1,400-6,000"

－マホガニー700-1,000"

一般材500－700〃

で所謂ラワン材系統の一般材と重要樹種の

値開きの大きいのが注目されます。

燃料としては年120万m芯位消費されて

おり薑すが，内82万68％が鉄道用であ

ります。

次に竹林も相当広汎な面積をしめており

その量も随分多いものと思われ菫すが，数

字的に明らかではありません。私ば3月8

日バンコック西方140粁カンチヤナブリ製

あり，かつ日程の都合もあり菫して林業関

係についてはほとんど調査が出来なかっ

た。それにフィリッピンを除いて，他の3

国にばほとんど林業技術というもので取り

のもないように思うのであります。フィリ

ッピンには多少アメリカ式のものを取り入

れ上ぐべきもたところもあるかと存じます

がこれとても我が国の技術に比較しますと

問題にならないと存じます。したがって私

ば皆様方この道のエキスパートの前で猛う

した課題でお話することは如何かと存じま

したが，何かの御参考にでもなればと思い

まして御引受したような次第でございま

す｡したがって御要望の謡琶については,あ

ては主らないということをあらかじめ御含

承をお願い致したいのであり重す。蓑ず話

の順序と致しまして各国の林業事情とそれ

……’
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に関連した事項を申し上げ，後に紙パルプにつきまし紙工場（日産8屯程度の小工場，竹75％広葉樹25％

て，これは皆梯余り御関係も少いと存じますが旅行の主を原料としている）を視察の際1日更にビルマ国境の方

目的でもありましたので要約してお話申し上げて見たいへ約40粁，竹林地帯に案内され注したが，林内をジー

と存じます。う°で3時間程廻つたのですが，とにかく行け･ども行けど

1．タイ も竹林の這識でありました。この竹林も全部国有林であ

タイの国土蔵潰約5,122万ha我が国の1.3倍りますがその管理は童つたくなっていない状態で至る処

森術薗穣約3,215〃全国土の62%Wmを作っていました。

であり，大部分が国有林であります。この国でも最う壁森林について舟灌測定の計画がある

桜腫は99％広葉樹で，その種類も多種多様でありまように聞きました。また6月24日を『国の植栽日｣と定め

す。針葉樹としては松属2種蕊葺一一Pinusmerkusii,て所謂｢緑化麺I｣につとめているとのことであり主す。

Pinuskhasiya-あり蓑すが量的には全体の1%に過 2.ビルマ

ぎません。地理的関係もあって，これ等の松は現在松脂 国土面積約6,832万ha我が国の約1.8倍

の採取をしているに過ぎません。 森林面積3,750〃全国土の約55％

針広共全体の蓄穣等まだ統計的なものもなく判然と致であってほとんど国有林であり，樹種構成もタイと変り
しておりません。 ないものと思われます。ただマンダレ東方メイミヨー地

1956年の木材生産は1475千m"(約530万石）あり方と北部シャン地区には‘カシヤ松(PinusKhasia)の
内チーク材が約30万ms(約108万石）で20%を占め纏った蓄積があるということですが量的には不明で，タ

てい蚕す。チークはこの国林産物の内ゴムに次ぐ主要輸イ同様松脂採取程度の利用のようです。
出品であって，56年の輸出高は約9万m'(32万石）で 3月18日私共はラングーンからマンダレー行の急行

＆
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筆者･十条製紙山林部長列車を利用したのですがこれは我が国からの賠償に依る
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白井：南方に於ける林業事情

なく，林業としてはスマトラ島と共に将来の開発に侯た

ればならぬものと考えられます。

樹種は二葉柿科に属する所謂ラワン材系統のものが

60％を占ある広葉樹林であり，カリマンタン北東部及び

南部にアガチスがあるとのことですが蓄穣不明でありま

す。スマトラ西北部及びトバ湖附近にはゲルクシー松の
純林があり，面積115,000ha,蓄穣5,000万石に達する

であろうといわれていますが正確なこと幟分りません。

トパ湖附近には昭和17，8年飼住友林業が約4,000町

歩，メルクシー松の遥赫を議したのですが，これにつ

いて林野当局では「住友林業の植えた松で太いのはもう

1尺5寸位になっている」といっていました。極く虚長

のよいものにしても15年位で1尺以上尺5寸にもなると

いうことば一驚に値します。私も是ダド実地見学を希望し

たのですが，御案内の様なスマトラ事情で行けなかった

のは残念でした。叉ジャワに於けるチークの造林は有名

ですが，其の他の有用職輝についても少しずつ実施され

ており代表的なものに次の様な職塗が記録されています

閥ので同月15日から営業運属にはいったのですが，難他

人は実に立派な乗心地のよい汽車だといって非常に喜ん

でおりました。ところがマンダレーに着き室すといまだ

に戦時中破壊された客，雲が駅構内にあったり，日本

軍が尉菱の抵抗をしたという旧娠詳等もこわれたままに

なっているのには想を新たにするものがありましたが，

こうしたものは両国親交の上からも1日も早く坂り除か

れることを希望するものであります。

さて，余談が長くなりましたｶﾐ，この国の最近1年間

の木材生産量，消溌量については

|生産量｜内輪函 国内消我

チーク材

一般広莱樹

計

160万石

240〃

400〃

死
〃
〃

０
０
０

４
４
８

１
１

％
〃
８
７
８
１

20万石

200〃

220〃

＝L

となっております。

この国でも竹は各地区にわたって広汎な面稜と蓄戯を

持っていると考えられます。数字的に詳かにして参りま

せんでしたが,工業省紙業部長の次の談話に依っても如
何に竹が盤富であるかということがわかります．すなわ

ち「日産50屯プランI､の製紙工場を目下計画中である。

原料は全部竹であり,300"ac(約130万町歩）の竹林

から集める,1acから20屯とれるがこれを半分と見込

んでいる。年間4,500-5,000ac伐採し,4年ごとに更

新する。パルプ日産5，60屯の原料には何等心配するこ

とはない，これは全部国有林である」

と,また竹の用途は非常に広く,壁,垂木,屋模,柱,梁等

に蓑で使われ木材同様に扱われていることも特徴ですが

其上チーク其の他重量材の筏流しには其の浮力の為重要

な役割を果しています。種類も20種程度，大きいものに

は高さ20米径加糎におよぶものもあるということです。

3．インドネシヤ

この国の緬薊戯は我が国の約5倍。森術薗積は9,410

万haで全土の約63%であります。

森林藷砿一どの程産信用力撞けるか疑問ですが概算

257億といわれています。これを島別に見ますと

チークマホガニーアガチス

剰幣歴
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、当初の確蔑ば何れも2,500-3,000本植。

これを見ましても如何にその成長が旺盛であるかが分

り童すが，特にアガチス幟間伐木迄加郷しますと30年で

485m8の収穫は最も希望の持てるものであり，インドネ

シヤ政府でもこのアカチスの造林を大いにやって将来の

パルプ資源にすると言って居り，ジャワ鳥内では過去の

造林木を一部利用してバルプエ場設立を目下計画中と聞

きおよんでおり童す。

4．フィリッピン

所謡ラワン材輸入の点に於いて我が国に縁故が深く，

従而私がいまさら申し上げるのは如何かと存じ室すが，

この国の森林面積2,974"haで全両資の60%に当って

おり他の3国同様ほとんど国有林であり童す。謡責は40

億石と言われておりますが，ここも正確な調査はされて

おりません。主としてミン蕊ナオ，ルソン，ネグロス島

にあり，70％余が二羽榊斗に属する所謂ラワン材系統

であります。1957年の国内消費は1,083万石であり，

一
一

、
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となっております。ここに注目すべきことはカリマンタ

ンで，これだけの大きな島でありながら人口僅かに360

万程度に過ぎない。まったく未開発地といっても差支え

？
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白井：南方に於ける林業事情

原料，1工場は取紙，1工場は竹75％広葉樹

25％，今後の計画としては別記2工場の整備，

拡張に依って現在の倍量の生産を目論んでい

る｡なお,一昨年来竹原料で日産50屯計画の下に

フランス人の手に依って工場建設に着手すでに

基礎工事も終り機賊も一部発註済のところ昨年

の政変以来工事を中止せざるを得なくなった。

ビルマ目下竹を原料として日産50噸工場を計画，

7カ国から見積りが提出されたがアメリカ，フ

ランス両国案に絞って検討中。予算約50億円

ということだが経済4カ年計画の初年度予算に

は組まれていない。したがって政府が如何に処

置するかが問題。

インドネシヤ稼働中の工場は3力工場，オランダ人

経営のものだったが現在では国営に移管。

原料，1力工場は取紙，2力工場は稲蕊。

建設中のもの2力工場，日産5屯のものドイツ

人の手で20屯のものはイタリヤの手に依って

いる,何れも原料は蕊であり，明春完成の予定。

なお将来スマトラにメルクシー松を原料として

日産40-60屯工場を3,中部ジャワにアガチス

原料工場1，竹原料工場1，を考慮している。

フィリッピン現在稼動中の工場8，日産2噸から25

屯迄ある原料としてバガス，藁を使っている工

場が2工場其の他は全部輸入パルプを使用し

ている。

目下増，建設中の工場3，計画中のものは10指

余る，中にはラワン廃材，あるいはペンケツト

松を原料に考えているのもある。

この国のものはすべて民営である。

外に輸出880万石あります。輸出の80％700万石が我

が国へ来ているのであります。・

私は1日パギオ奥地のベンケツト松地帯を視察する機

会を得ましたが，大体800米以上の山岳地帯にあり，峯

筋に向って漸次密度を増しております。所謂奥地林であ

って，これが開発は今後に残された問題でしょう。蓄積
等も明らかにされておりません。

現在北の国のパルプ原料としては稲蕊，バガス，竹，

アパカ屑等が使用されていますが今後はラワン材の細

物，別記のペンケツI､松等も対照となりましょう。現に

その利用を企図しているものが数社設立されており蓑

す。

以上を以って私の林業関係の話を終り,次に少しく紙，

パルプ事情を申し上げて御参考に供し度いと存じますが

所謂林業技術という点からはこれ等各国で絡別のものが

ある様にも考えられません，其の研究も取り上げる程の

ものがあろうとは思いません。むしろ我が国から指導の

手をさし延べてやることが今後の親善にも大いに必要か

と痛感した次第でございます。

5．各国の紙，パルプ事情

生産と消費の関係
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NHKの「私は誰でしょう」でばないが，第1間「私う辞令を下附された。当時の28門といえば今日の2万

はドイツの林学をはじめて日本にもたらし，わが国森林円以上の価値があるから初任給としてはまず上たのもの
教育の開祖と仰がれてい童す｡」でばちょっとおわかりであったろう。

になる方はすぐないであろう。では第2間「私は役人を明治11年,先生は内務省に入り地理局に勤めた。翻
罷め，衆議院議員選挙に起ち,爾来当選すること10回，訳生としてである。地理局は12年に山林局となり，先
20年間を政治生活に過しました。肩書は林学鯉士，と生は月俸40円で利用掛を申付けられている。先生が林
いうよりも背水糠軍の異名で政界に有名でした｡」では学に開眼されたのはこの翻訳生の時であった。すなわち

どi箔ろうか｡ともあれ△▲△‘△△△“△△△△△▲△△△“△△△△△△▲△万ｲｪﾙの造林(Wald-
明,治年間のはなしであbau)とか，森林利用
る。いまの若い技術者の(Forstbehutzung)と

。異能林博。方会には「私幟誰でしよかいうような書物を訳し
う」よりもr武方は一体ていくうちに，搾学とい

誰ですか」という反問のうものに趣朱が湧いてき

中村弥六小伝た｡先生嫁<-…霞方が多いことであろうと

思う。無理はない。筆者の林業はどうなっている

も昭和5年大日本山林会か°）と各藩の林政を調
刊行の「林業回顧録」をくるにつれてますます輿

小 口義勝がっのってきた｡この結はじめ其の他2，3の資

料によってこの庫犬なる果，当時においてわが国（33，4受理）
中村弥六先生を知ったのの全面稜3千万町歩のう

▼▽▼▽▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▽▼▼▼ママ▼▽▽▼▼▼▼▼
である。 ・‐‐．”ち，農剰馳はわずか5百

万町歩に過ぎないで，国民の衣食住が賄われ，その6分

の5という大面積は，当時の人に省り承られない山林原

野であることを知ったのである。性来熱血漢であり，直

情径行型の先生は，この事実に直面して黙することは出

来なかった。直ちに時の地理局長桜井勉氏（のち初代山

林局長となる｡）に次のように進言した。

「わが国は山林原野の大面戯を有しながら，これが生

産利用の途（今日さかんに用いられる経済化）も講じら

れず，ほとんど捨てて省ゑられないのは甚だ遺憾の極象

である。しかるに，欧州においては，つとに山林利用の

必要を認め，これが研究指導の専門学府も各所に設けら

れている。故に彼地の科学的に研究発達している林学を

学び，これをわが国山林原野の生産利用に生かせば，民

利をすすめ，国富を増すことは絶対的である。殊に維新

の後を受けて国力が疲弊している今日においては，この

大面積の国士の利用が最大急務であると信ずる｡」

そこで先生はさらに膝をすすめて「一日もす象やかに

有為の士を彼地に派し，勉学せしめることが必要であろ

うと思う」と内心進言者である先生にこのお鉢が廻るこ

とを予期して力強く述べたのである。桜井局長は先生の

進言に大いに共鳴し，政府の蕊略者を動かしてついに海

外留学生を派遣する段取になったのである。しかし，当

時は未だに藩閥隆盛の時代であったから，信州の微弱な

高遠藩の出身者などは，かような留学生詮衡に当って問

題にされず，有勢な薩長藩の中からえらばれるのが常で

あった。このたびの留学生派泄も同様であった。人一倍

1．林学志望の動機

先生は安政元年12月8日，長野県高遠町に生れた。

父は黒水と号し，資性明敏で，5才の時，高遠燕主の面

前において孝経を誌し，家中の人,々を驚かした。長じて

私塾を開き，子弟の教養握つとめたが，黒水先生を慕っ

て遠近の諸藩から遊学に馳せ参ずるものが多かった。安

政元年，藩を去ってしばらく江戸の昌平受に入って林大

学頭復斎に師事し，その塾頭に挙げられた。同4年藩に

帰り，藩畏進徳館を創設し，藩の子弟8才より25才ま

でのものを強制的に入学せしめる制を定めた。すなわち

今日の蕊務教育制を逸早く実施したわけである。明治4

年，筑康県に出仕し，教育の普及にあたり，松本に開智

学校(今日もなお当時の建物がその蓑ま保存されてい

る｡）を建設し，洋学を科目に加えた。長野県が教育県

として全国的に有名であるのは，その源において直接間

接に黒水先生に負うところすぐなくなしとしないのであ

る。

教育者として第一等であった父をもった先生は，父の

優れた才智をそのまま受け継いで，その頭脳明噺は，幼

少より群を抜いていた。先生は父の膝下にあって陽明学

派の宗学と瀬育を受け，16才の時上京して安芽息粁に

師率した。時に明治2年であった。同3年貢進生として

開成学校（東大の前身）に入学して独逸語を修め，同9

年東京外国語学校に独逸語教員として雇われた。これが

サラリーのもらいはじめで「月俸28円下賜候事」とい

蕊者・千代田区寓士見町1の10
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小口：中村弥六小伝

そうな露国人，伊国人，萄国人などを集め，「御礼はた

んまりするから，自分の従者に化けて一緒に出掛けてく

れないか｡」と皇族旅行の計画を打明けたのであった。

若いうえに，茶目気分の満々としている連中ほ，双手を

あげてこの壮挙？に賛成し，たちまち侍従長，秘嘗役，

その他従者の役割がきまった。先生は，一同の仕度金に

大枚’千マルクを渡したのであったが，前夜祭ならぬ前

祝いにその大部分はビールの泡となって消えたので，さ

らに’千マルクを投出すという豪勢さであった。すべて

の用意をととのい，行く先はイタリアのマイランドと定

め，同地の某大ホテル主人宛に「某国皇族レオポルド親

王御微行にて何月何日何時貴地御遊覧のため御到着あら

せられるるに付，殿下及び従者何人御宿泊に差支えなき

よう準備せよ」と打電したのであった。

さて当日，フ･ラツトホームにホテル主人並に従業員の

お出迎えを受けた先生ならぬレオポルト親王殿下は，撚

酒たる御新装もいと爽やか腱，多くの厘従を従えられ，

悠を迫らぬ御態度にて玉歩を運ばれる樹駿は，漆黒のカ

イゼル溝とともにまさに東南アジアの君子国のやんごと

なき皇族を思わせるに-f分のものであった。「駅前には

暹しき栗毛の二頭立，馬の目隠しもバラの花を以て飾ら

れ，尻がい豊けく打ち振る尻尾に，香水の高き薫りも心

憎き御迎の馬車」と後にいたって先生がこの場の模傑を

述懐しているのは，余程嬉しかったに違いない。

ホテルに着き，主人の先導で居間に通されると，調度

も至れり尽せりで，その上晩饗賦文講鼠り山海佳肴，殿

下も従者も殊の外の御恐悦。当地随一のテアI､ルに案内

されれば貴賓席に座が設けられ，オペラグラスに観客の

眼は期せずして舞台よりも先生に集るのに得意満面，殊

にマドモアゼールの視線の乱射は先生をして無我の境を

さまよわすに十分であった。翌日からは馬車を駆って名

所旧疏を遊覧し，遊び疲れて帰れば五色の酒がテーブル

に並べられるというホテルの超サーーピスに，さすがの先

生いささか気になり，従者を集めて御前会議を開き，一

体どのくらいの金がかかっているかを御下問？すれば，

如何に廉く見積っても1日’千マルクば欠けまい，との

奉答，すでに2日を過したのであるから懐中の2;千マル

ク足らずでは，今迄の支払にも覚束かないことがはっき

りして承れば，いつまでも親王殿下でおさまっているわ

けにはゆかず，そこで有金全部を侍従長に渡し一切の跡

片付を委せ，3日目の朝，秘書役の興国人’人を連れて

ホテルを逃げ出し，もっとも安価な家畜列車に便乗し，

パンを買いこんで飢を凌ぎ亡命？したのであった。先生

はそれでよかったのだが，後に残った人質同然の従者連

は菜っ葉に塩で，それぞれ自分の下宿に送金依頼の電報

を打つやら，本国の両親にSOSを打つやら大変な騒

負けん気の強い先生は，それなら自費をもって見学して

こようと家財道具を売払い，さらに山林局の同僚を保証

人に頼んで，深川木場の材木商太田徳九郎氏を説いて金

1千円を借り出したのであった。この借用の裏には，先

生が洋行されてから知ったことであるが，桜井局長が先

生に同情し，太田氏に借財の件を懇ろに依頼したのであ

った。桜井氏のポストをもってしても政府首脳の薩長閥

には歯が立たず，止むなく先生を後援というかたちをと

られたのであろう。かくて千3百円をふところに，明治

12年7月17日横浜から独逸に渡航したのであった。こ

の時先生ほ母国を離れてゆく船のデッキに出て緑の国土

を眺めつつ，（学若し成らずんぱ死しても帰らず，の背

水の陣だ）と心中無量の感を覚え，以来背水という号を

名乗ることになったという。

2．外遊中のエピソード

外遊中の先生には幾多のエピソードがある。そのうち

先生の面目鋤pたるものをしるして承よう。

先生が学んでいたミュンヘン大学には独国外留学生か

ら成り立っている外人クラブというのがあって，先生も

その一員として加っていたが，先生の仲間にレオポルド

というセルピヤの皇族がいて，親しく交っていた。ある

日，先生がアペルン山麓の風光明媚のアンマーゼーとい

う湖水に遊びに行き，湖畔の旗亭腫立寄ると，そこの主

人力3愛想よく先生を迎え「1人の日本人が滞在していま

す。ご存知ですか？」という。当時ミュンヘンにいる日

本人は，先生と原田豊吉氏と2人の象である。原田はミ

ュンヘンに居るし，他に日本人が来て居るというのはど

うもおかしい。名前を問うと「ナカムラという人です」

という。ハテ面妖な，自分の分身がそっと遊びに来るわ

けはあるまい，とその入に遇って承ると，このナカムラ

氏，実はレオポルド氏で，童んまと日本人になりす童し

あやしげな妙瀧の美人を伴って来ているのだった。レオ

ポルド氏はすっかり照れ，且うち萎れ「済まん，済ま

ん。事前に諒解を願わなかったことは重ゐお詫びする。

ゆるして呉れ給えと謝まるので，先生も苦笑して「ま

あいいよ，時によって僕もまた君の名を籍りることがあ

るかも知れないから｡」とあべこべに慰めるのだった。

それからしばらくして，卒業間近のある時，俸給やら

帰国旅蜜やら（留学の翌年から桜井局長の斡旋で大蔵省

勤務を命ぜられ，同時に「林税賦課法官林管理法出納規

則等坂調」のため「御用有之独逸国在留中付侯事」と正

式留学を命ぜられている｡）で4千余マルクの大金が手

に入った。この大金を手にした途端，先生が常日頃抱い

ていた（一生のうちに一度でいいから皇族のような旅行

をして見たい｡）という空想を実現して承たい，と思っ

た。そこで，早速クラブの仲間のうちから先生に釣合い

【
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小口：中村弥六小伝

ぎ，先生は自分でも捨ておかれず，本物のレォポルド氏

に遇って芝居の件を打明け，2千数百マルクを工面して

もらい彼等に送金したので従春連やっとの思いでミュン

ヘンに逃げ戻ったのであった。

この若気の悪戯は，彼等も一生の思い出となったらし

く，先生が日本に帰られたのちもながく手紙を交換して

いたという。

3．森林教育の開組

先生が帰期されたのは明治16年であった。当時西ケ

原に山林学校（のちの東大農学部林科）がすでに設立さ

れていた。農商務省は，先生を是非山林学校の教師に，

と再三懇望したが，「教師はいやだが，専修事務に従事

するのなら」と結局妥協して艇商務省権4喜記官兼山林

学校教授に任ぜられた･とはいうものの本省の事務ほ閑

散で，ぶらぶらしているのも辛く，勢い学校の先生に出

るようになってしまった。先生は「お役所や官史などと

いう奴は，随分手厳しいペテンに引掛けるものだ」と内

心大いに憤慨したようだ。

ともあれ，請われるままに山林学校の教授となった

が，その頃の山林学校は開校して日なお浅く2学級の承

であった。しかも基礎学科や補助学科にはそれぞれ教師

が居ったが，林学を科にば教師らしい教師がおらなかっ

た。これがため先生臓着任早をほとんどすべての学科を

受持たねばならなかった。1週36時間，朝から晩まで立

統けの授業は，かなりr重労働」であった。これでば授

業も不十分の上に自らの研究も出来ないので農商務大臣
に「林学教師養成のため2，3名の留学生を至急海外に

派遣すること」「外国教師を招聡すること」の2件を建

策した、この先生の建策は容れられ，ミュンヘン大学の
先生の恩師であるハルチツヒ博士の助手であった同窓の

マイエル氏を招くこととなった。さらに理化学受持の志

賀泰山氏と地質調査所の松本収氏が明治17年に留学す
るに至った。

当時の山林学校ほ，あまり世間に知られていなかった

ので，人学者もすぐなかった。そのすぐない入学者も真

に林学を修めようという篤学家はまれで，他の専門学校
で落ちたものか，童たは徴兵免除の特典が在った時代で
あったため徴兵逃れのものか，いずれにしてもあきり優
良な学生はすぐなかった。これがため先生ほ入学勧誘の

ため諸国を行脚した。今日のプ戸野球のスカウトに似て

いる。先生ば和歌山県下である郡役所に勤めている青年
をピックアップ．したが，この青年がのちの林学博士川瀬

善太郎氏であった。さらに歩をすすめて，山林学校入学
生のため浅草の伝通院内に明治義塾と名付けた学舎を設

け，山林学校の予備佼として青年を教育した。いうなれ
ばプロ野球のファーム・チームである。

明治19年に西ケ原が駒場に併合されて東京農林学校
となり，先生も不本意ながら同校の教授になった。先生
は「たとえ入学者臆すくなくとも，艇林学校入学試験の

程度を高くし,徴兵逃れや,他の専門学校の落第生など

の入学志願者を弁別して農林学校を権威ある学府とする

ために，予備校を設立すべきである」と主張し，この先

生の主張が容れられ，以前明治義塾経営の経験者という
ことで先生が予備校設立の全権を負わされたのであっ

た。ところがいざ設立という段取りになって驚いたこと

には，時の校長前田獄吉氏らの廻章によって集められた

寄附金がわずか一金百円に過ぎなかった。いかに物価が

安い当時でも百円でぼどうにもしょうがない。結局先生

は他より2千円を借り入れ，やっとの思いで予備校が生
れたのであった。この予備校が順調に運営はじめ出した

ころ，主体である農林学校の主管が艇商務省から文部省
に転じ，大学に昇格して大学令に拠って学生を高等学校
からすすませることになったため，ついにこの害心の予

備佼は閉鎖の止むなきに至った。後日撫ではあるが，こ
の2千円の利子が年をかさ承ついには1万数千円とな

り，先生を一生苦めたのであった。先生は晩年次のよう

に述懐している。「恥しい話でばあるが，家内などは自
分の家へ来て15年,=官吏なれば恩給に達する年限を経

ても，未だ中村の紋の付いた羽織1枚引掛けることが出
来なかったほど家庭にも災したのである。けれどもこれ

が折7罐抑の道楽ではなく，利世育英というので，家1勺
も愚痴一つこぼさず辛抱することが出来たのであろう国」
先生は大学となっても講義を続けられていたが，もと

もと教師稼業は先生の素志でないので，なんとか罷める
チャンスを待っていた。そのうちに，去る17年，独逸
へ留学した志賀，松本の両氏が帰朝したので，後進に途
を開く，という口実を設けてこれ幸いとばかりに辞職し
農商務省山林局に勤務した。時に明治22年であった。
勤めてはみたものの，当時の山林局は学校出身者を重
用せず，むしろ「学問をしたものは生意気で使いにく

い｡」などと厄介もの扱いにする有様であった。先生瞳
自らが大林区署長となり，これから入ってくる大学出身
者を温かく用い，林業経営のモデルケースをしめそう
と，大林区霜長に転出方を上司に申出たがあっさり断ら
れた，ここで先生のレジスタンスは性来の負けじ魂と相
乗して昂まったのである。（当初没商務省が学校を建て
学生を養成したのは，林業経営の知識を有する人物を要
するためではないか。たとえ学校が文部省に移管された
とはいえ，当初の趣旨に変りがないはずである。かよう

なことでは折角開化したわが国林業の前途は危蓑れる｡）
先生はここで異常な決心をした。かような井の中の蛙と
ともに同居していたのでは終生膝を伸ばせないであろ
う。職をなげうち，議政壇上に立って国家的見地からか
ような役人政治の欠陥を治してゆくことが男子の仕事で
はないか。

明治23年，先生は官界を退いた。当時農商務省三等
技師，麦任官三等で明治16年東京山林学校教授に任命
されてから7年目てあり，退職金に4百8円33銭3厘

を下賜された。

4．御料林制定の功続
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小口：中村弥六小伝

話は前後するが，明治15年俵藤博文氏が立潅政体制
度調査のため渡欧した際，先生もその班に列なったが，
その折「我田引水のようですが，帝室の御財産としては
山林をもってするのが最も安全であり，堅実であると存

じます｡」と述べて伊藤氏の賛同を得た。伊藤氏は「君
の考えを消倉具視氏に会ってくわしく話してもらいた
い｡」と岩倉具視氏宛に紹介状を書いて先生に渡した。

帰国後先生は間もなく岩倉氏に面接し,大いに意見を述
べると，氏は大いに喜び『早速三条実美氏にはかるから

くわしく書面にしたためて欲しい｡」と要請された。先
生は快諾して「帝室御有の財産を今日に制定すべきの意
見書」を響いた。明治17年，先生が大蔵省御用掛のこ

ろである。この意見書は4百字詰原稿にして20枚に及
ぶもので，世界各国の立君国々費及び帝室費などの実情

を説き「帝室の富実を永遠無窮に保持するの具たる，森
林を措て堂に他ならんや」としてまず田圃，森林におい

て収繊の安危いずれにあるか，その確不確いずれにある

か。田圃か森林に論いて帝室の威徳を損益するいずれに
あるか。の二点について，森林を御有とするの有利な点
を微に入り細を穿って説いている。（略）

この意見書に端を発し，明治20年に農商務大臣井上

蕊を会長とする森林調査会が生れた。勿論先生もその一

員に加わった。かくてこの森林調査会が決定した御料林
野の，官有山林原野から移管手続を了したのは明治25

年であるが，明治18年には宮内省に御料局（のちの帝
室林野管理局，さらに帝室林野局と改称）が置かれ，内
地の官有山林原野約161万6千4百余町歩，北海道にお
ける官林約201万1千町歩,合計360余万町歩，が編入
移管さたるに至った。童ことに先生の功績と云えよう。

5．背水将軍の櫓舞台

官界を弊履の如く捨てた先生は明治25年国会が開会
されるや，故郷の長野県第､6区から第1回の衆議院議員

選挙に立候補し，見事当選の栄冠に輝いた。（明治24年
以来10回20年間，つまり明治45年まで政治生活を
送った。この時代こそ先生が最も得意の槍舞台であっ
た。政治家としての先生ば背水将軍の雷名を政界に蒜か

したが，先生の暹しい活動力と，機敏な策動とによっ

て，当時の改進党，進歩党中の参謀長格として重きを為
し，ついに明治31年に所謂政党内閣が出現するや，45
才の弱年を以て司法次官となった。林学畑からこの席を
あたためたのは元法務政務次官の樹II信夫氏（参院議員
元林野庁長官）と先生のお二人であろう。一方国会の本

会瀧にはつねに代表演説に立ってわが国の治山治水と林
政とを論議し，与野党議員を鍾聴せしめた。

この間において有名な事件に「布引丸事件」というの

がある。この事件は先生の豪放，覇気の現われともいう

べきであろう。当時フィリッピンは独立運動がさかん
で，一方におていは支那革命連動が再起し，さらに日本

の南方進展策とが混然一体となって，民族独立運動の口

火が切られたのである。熱血の先生は国士の面炎と諜

り，フィリッピンの独立麺を援けるために布引丸に武

器弾薬を積承込承これを出航させたのであるが，不言筒有
支那海において沈没の難に遇い，計画は画餅に帰した。

一説には，政府が故意に沈没せしめた。といわれてい
る。先生は責任とﾖ灘を一身に引受け「知る人ぞ知るら

むものを難波潟，よしやあしやは世にまかせてむ」とう

たっている。

6．木材界の先駆者

明治27年頃先生は深川木場に貯材堀を得て東京木材
株式会社を設立した。資本金50万円，払込は4分の1

当時としては斯界驚異の的であった。木材の株式会社は

これが塙矢であろう。また当時三大木材市場（東京・大
阪・名古屋）に倉庫施設のないのは馬鹿な話であると，

先生は三菱を説得して大阪の木溺IIに貯材倉庫を開設
し，木材の保管業を営んだことがあった。これがわが国

における最初の木材倉庫業であろう。次に先生は全国の

同業者の共存共栄のために，先生が先達となって全国木

材商連合会を設立し，会長に選ばれている。（明治27年）

このころ，先生は木材単位の統一を主張したが，因習で

慣れた各地の同業者は，各自の営業を妨害されるものと

反対し成らなかった。（その後10数年にして，山林局

のﾎ機単位が'0立方尺'石に制定された｡）ついで林
業用語の統一案も主張したが，これも不評判であった。

先生の「先見」に，業界人が眼いてゆけなかったのであ
ろう。

この他，先生はシャム（タイ国）に渡航して直接チー

ク材の仕入を行い，タ燗の手を経ぬ直輸入の先鞭をつ

け，米松も在留外人の手を藷りないで傭船による直輸入
を決行し，木場の人を購嘆させ，畏敬された。しかし，

所詮先生は「企画者」であって「経営者」ではなかっ

た。木材会社臓失敗に帰した。

大正元年頃より先生ば政界を退き，田園に親しまれ

た。（代を幡一国府津)先生は金銭に快淡で，すこしも

家計を震ゑず，国事に狂奔されたので，隠遁されたころ

は蓄財どころか債鬼に賀められ，さすが豪胆な先生も常
に意気消沈していたようだ。この有様を知った先生の門
下生や知己の人省は深い同情を寄せ，先生の老後を安楽
に過せるよう万全の手を尽したのは，先生の人徳の然ら
しむるところと云えよう。

先生は昭和4年7月7日遜去された。先生が危篤に瀕
するや，破絡をもって勲三等に叙せられ，瑞宝章を賜わ
る光栄に浴し，迩去に際してはM翻りの思召をもって祭棄
料下賜の恩典を拝した。

西洋から「林学」を具体的にはじめて持ち帰られ，直
ちにこれを学校で生徒に教導し，さらに時の政府要路に
林政上の抱負経編を進言し，国会が開かれるや騒然起っ
て代議士となり，背水将軍として快気焔を吐き，例ら木
材会社を経営し，日木連を設立，木材業の発達に貢献し
た林学博士中村弥六氏こそ，まことにわが国林業史上第
一頁を飾る功鐸と云えよう。
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そしてその理由としては次の2つの事項を主因として

いるものと考えられる。蓑ずその1つば国有林野特別会

計の歳計剰余金(現金歳入額と現金歳出額との差額）が

32年度来においては約185億円にも累積していること

その2は我が国木材需給がいまだに憂慮すべき状態にお

かれており既開林の過伐はいまなお平常成長量の3倍に

もおよんでいるにも拘わらず森林の生産力はなお低し､水

準にあって今のままではますます増大する需要に追随で

きない状態であるということである。

したがって以上のような状況下において国有林はそり

剰余金と組織を活用して民有林生産力の増強に対してあ
るいは広く一般林政目的達成のためにも積極的に寄与す

べきであるとする要望である。

すなわち，来る第28国会においてもこのような要請が

衆議院農林水産委員会において〃分収造林瞬嵯置法〃

成立の際附帯事項として行われている。いま附帯決議の

うちその関連事項の験をそのまま引用すると次の通りで
ある。

〃政府は現下の木材需給の憂慮すべき状態にかんが象

今後一層森林の開発と資源の増強を堆進すべきであり，
これがため国有林はさらに経営の改善につとめるととも

にその資金と組織を活用し，民有林の生産力増強に対し
積極的に寄与するものとし必要に応じ関係法規について
根本的な再検討を加うるべきである〃

このような国有林に対する要請は国有林もまた森林行

政の一環としてあるべきであるとずる考え方からすれば
至極当然のことといわねばならない。しかし附帯決議に
もふれている如く現行法令においてすなわち国有林野事
業特別会計法，会計法，国有財産法，物品管理法，国の

債権の管理等に関する法律等女によって前記のような森
林行政に寄与し得る頚業であるという理由で国有林野事
業として行うことやあるいは国有林野事業の資金を林野
庁の方針として投融資するというようなことには相成っ
ておらないわけである。

この意味で関係法規についての根本的な再検討をも加

うべきであぢとする決議は誠に意義が深いといわねばな
らないと思う。

さて，この附滞決議を契機として今度林野庁業務課内
に制度調査室が新たに設けられて林政協力に価する事業

とその具体的方法並にそれに関連する関連法規の検討に

入ったのである。

今採り上げんとする主要な事項としては，林道網の整
備,造林事業の推進，育種事業の強化，林業機械化の推

進，保安林の驍備，木材木炭の流通磯購と需給調整，国

有林野地元山林の振興，等に関しその各項の中で特に陸
路となっている鞭項叉は改善を要する事項についてその

解明と対策を樹立することとしているものであるが当面
の事業としては附帯決議の主旨にもある民有林の生産力

撮近の話題
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アラスカバルブエ場

の建設工事着々と進む

アメリカ太陸の北部アラスカに日本人経営のパルプ工

場が建設されつつあることはすでに周知のとおりである

この工場建設の溝工は昨32年8月であったが，その
後予定以上の進捗を承せて，褒在ではすでに獺筆の埋立

工事も終り，事務所工場等の基凌江事に蒲手している。

竣工予定は明年末となっているが，この分で朧もつと早

く完成を見ることになるであろう。この工場の鋤莫は次

のとおりであり，完成後は毎年約12万屯のパルプを日

本へ供給出来ることとなる。

工場用地120,000坪

工場逼鋤延14,000坪

製品93％アルファー瀞騨パルプ

生産能力年産120,000米屯（日産340屯）

原木米国政府との間の望絢により，50年間（西

歴2011年まで）に，1､ンガス国有林より

丸太8,400万石を伐採する権利を鐸肯して

いる。樹種へムロツク，スプルース

エ事撰52,000,000弗

なお,このほか，スプルース大径材の製材を作るため，

製材工場を建設するが，当面はとりあえず，ランケル地
区の既設工場を借り上げ，昭和30年以来，製材製品を

次のとおり日本に持ち帰っている。

アラスカ材輸入毒責

堅

鳳

■

鐸

26,000石

3,300

22，000

17，000

14，500

17，700

100,500

(30年7月）

(31．7）

(31.11）

(32．8）

(32.10）

(33．1）

度年弔
上
９
》
〃
Ｑ
〕
″
〃

第

__,●

計

なお，この会社，アラスカパルプKKには大島卓二氏

（元前橋営林局長）三宅欣寿氏（奈良弁営林悪長）が入
社し，目下現地で活躍している。

国有林の民有林への協力について

国有林の民有林への協力という問題が最近特に喧かま

しくなってきている。
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最近の話題

の増強に寄与し得ることを主点とし更に国有林野事業と

の関連において推進することがもっとも適当なるものを

対象として，まず私有林と関連する林道の開設，宮行造

林事業の改善，育種事業の整備強化の3項を採り上げて

その具体的方策の検討を行っている段階である。しかし

このような事業にお､､ても法令の改正にも当然ふれざる

を得ないこととなるので国会，関係官庁との連蕊のもと
に進めねばならない問題である。

林野庁人事

5月14日付

死亡（八代営林署長）森正俊

命八代営林署長代理（八代署経営課長）日高孝次郎

6月1日付

命秋田営林局監査官

艇林覗務官（秋田局庶務課）石黒重友

6月6日付

任林野庁長官林野庁指導部長山崎斉

依願退官林野庁長官石谷潅男

命林野庁林政部林政課長農地局総務課長厚味莊之助

命食糧庁経理那長林野庁林政課長家治清一

命食魎庁調査官林野庁職員課長福山芳次

命林野庁林政部職員課長大阪局総務部長徳義三男

命畜産局競馬官、青森局総務部長金丸光富

6月9日付

命林野庁業務部長林野庁業務課長田中重五

命林野庁指導部長林野庁計画課長.茅野一男

命林野庁業務部業務課長東京局事業部長大野文夫

命林野庁指導部計画課長

林野庁造林保護課長浅川林三

命林野庁指導部造林保謹課長

帯広局事業部長若林正武

命林野庁指導部"暁普及課長

林野庁造林保護課農林技官伊藤清三

命潔京営林局蝋業部長

科学技術科学調査官子幡弘之

命帯広営林局事業部長東京局作業課長丸山慶三

命林業試験場調査室長

林野庁研究普及謀長徳本孝彦
依頼退官林野庁業務部長藤本和平

命林野庁勤務林業試験場調査室長内藤信行
6月15日付

依願退官（北見局事業部長）荒武敏憲
（東京局天城署長）秋山正造

6月16日付

北見営林局鞭業部長（大阪局作業課長）大庭正治
大阪局蕊業部作業課長

（長野局上松運輸署長）柳本一彦
上松運輸営林甥長（長野局監査官）安森保
長野局朧査官（名古屋局高川署長)立野溝
高山営林署長（帯広局帯広署長）田中真治
帯広営林署長（札幌局治山課）高橋宏治
天城営林悪長（函館局今金署長）森西猪之吉
今金署長（札幌局造林課）水本八弥

88年度応用研究項目がきまった

正しくは，腿林漁業試験研究費補助金の33年度交付
項目がきまった。

昨年度以降，行政面からの要諸を研究面に充分に反映

させようとする機運が強く起り，本補助金も，多分に，

委託研究的性格をおびてきた。いきおいこの研究実行の

管理も従前以上にきびしく行われるようになり，その成
果も大いに期待されている。

林業関係では，さらに本年度になって，主要課題と個

別課題に分ち，前者の課題として2課題，後者の課題と

して15課題を33年度交付項目として決定された。以

下はその一覧表である。

昭和33年度農林漁業試験研究費補助金一覧表

主要課題

農家林業に関する研究野村進行

主要広葉繊の選抜育種に関する研究長谷川孝三
個別緤題

マツカレハの発生消長洲迩裟松京三外3名

マツ類の交雑親和性並びに接木親和性に関する研究

上田弘一郎

蟆蛾の分類学的澗査に関する研究一色周知

白蟻の被害調査並びに生態に関する研究芝本武夫

スギ品種の環境調査福岡県外3県

量水曲線解析に関する研究．荻原貞夫

合板の品質管理の太めの連綾水分測瑳法に関する研究

山本孝

地方的優良林業技術の普及に関する研究明永久次郎
ノウサギの防除に関する研究犬飼哲夫

剥皮機に関する研究赤間兵悦

庇蔭林草生地の生産機能に関する研究井上由扶

造林作業における地癖作業の合理化に関する研究

二宮静夫

披水法による地下水補給並びに洪水緩和法の研究

武藤博忠

分収造林における分収歩合の緋究塩谷勉

食虫性鳥類の誘致施設が森林港虫制御におよぼす

効果に関する研究山階芳麿

《
』

必

■

へ
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第4回林業技術コンテスト
本会主催による恒例の林業技術コンテストは，例年通

り農林省の後援によって，通常総会の前日，6月10日

火）に東京営林局講堂でその発表会を開催した。

本コンテストもその回を重ねること4回におよび，全

国から19名の参加者があったので誠に嫌会であった。

審査は林野庁･林業試験場等の関係部課長10名の審査

員によって行われ，次の通り受鴬者を決定し，11日，

総会の席上，林野庁新旧長官臨席のもとに，賞状・賞品

の授与が行われた。

受賞者

|氏名1 発表テーマ賞 支部・所属曇一

一
蟠
蹄 |林野檸蹴熊本県熊本県耀地紘務翻鳥飼雄吉天童地方における篝’…識培函館営林局・倶知安営林署鈴木章三郎カラマツ・トドマツの山行苗貯賊

■

’ サピヒョウ女ンゾウムシの薬剤による防除

苗畑における根切の効果と功程

椎茸ﾌR艤騨音の研究

技術協会髄
〃

〃

宮城県・宮城県鍵林部

北見営林局・網走営林署
広島県・林務部

高橋勉

平田浩一

杉安義一

,3席

I

業試験場の指導を受けてから，いろいろ研究した結果温

暖地方の癖悪林地における広面戯造林に成功した努力

は，大きな業績である。鐇種造林も根瘤菌の接種や手入

とか，風害に対する今一歩の研究があれば，さらに大き

な成功を収められたことと思われる。

次に第2席の鈴木氏の発表は，造林技術上非常に大切

な植栽時鶏の調節に必要な山行苗の貯蔵問題を，簡単な

横穴式貯蔵庫によって，貴重なデーダーを得られてい

る。今後の研究とこの方法の普及を期待したい。

第3席の3氏の各発表も現地実行者にとって，それぞ

れ上益する所が大きいことと思う。総括的に云って，次

のような点に留意されたら，貴重な研究や体験がなお一

層立派な成果が得られることと思う。

1）研究や実行に当って，今迄に発表されている実績

や文献をよく調べ，できるだけ多くの人の指漁や批

判を受けること。

2）内容を充分理解して，撫呑承にしたり，人のやっ

ていることをそのまま，まねないこと。

3）複雑で深遠な設計によって研究を進めている人

ほ，本人が転勤したりする場合にその研兜が継続さ

れるように，そのデーターや成果をはっきりさせて

おくこと。

以上極くあらましの感想であるが，今後ますますこの

コンテストにおいて，林業の第1線から生きた技術の向

上がもたらされることを切望する次第である。

（6月11日）

審査の感想

審査長宮崎榊

第1線で活躍する技術者の，その職域での研究室たは

体験されたことについての，具体的な事例の発表が，本

コンテスI､の目的であるだけに，今回発表されたもの

;ま，いずれも現場で必要に迫まられた技術に関する苦心

の結晶であって，各位の熱意に対しては敬服の至りであ

る‐

テーマからぶても，造淋・防災･保護・経営・利用と

各部門にわたり，それらの内容も多少の差はあるが，順

位をつけることは非常に困難であった。審査に当っては

着想．充詞生・実雛性・まとまり・口演・資料の6項目

に分けて採点し，各審査員の合計点の平均点にエって順

位を決めたのであるが，主として蒲想・実益性・充実性

による点差が出たようである。

私どもが種を研究や仕頚をする上には，その技術が実

用的に利用されて林業技術の向上に役立つこと，つまり

実益性があることが最も大切であって，日本林業技術協

会がこのコンテストを開催する理由もここにあると思わ

れる。発表された内容の概要については，いずれ「林業

技術」誌に発表されることであるが，2．3気付いた点

を簡単に述べて，審査の臨観といたしたい。

第1席を獲得された鳥飼氏の発表は,昭和26年に「ア

カシヤモリシ毒」の播種造林をして失敗し，福岡県の林

。

守
垂
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第12回通常総会

6月11日午後1時から本会会議室において，山崎，

石谷の新旧林野庁長官の臨席を得て，会員約75名出席

のもとに開催した。松川理事長の挨拶の後，別項の如く

第4回林業技術コンテスト入選者。第4回林業技術賞受

i鐸の表彰。並に本会特別功労者に感謝状贈呈を行って

から総会の職靭に入った。東京営林局支部長松下久米男

氏が選ばれて議長となり，第1号議案以下各議案を議決

し，午後3時過ぎ閉会した。

引続いて，次の両氏の講演会を開催午後5時過ぎ散会

した

~

里

一や鍋講､‘,→f，
‐f
雲,

●堅

饒
認

天草地方におけるモリシマの栽培について

第4回林業技術コンテスト1位入賞者

（熊本県支部会員）島飼雄吉氏

1
b
J

＆

東南アジアの林業事情

卜条製紙山林部長白井四方氏

り
ー

蕊

↑■■｡－一一＝.‐巳｡●一口◆告立■“一口一一国-由一声＝■■＝一一一一一一一＜一一一ローーーーーやー1■由山一庫一一一■ぬ冬一つ■■■●ヰローー●倖ロ画今挿ヰ勇一－－｡●今●一一一勺一一一号一一一口＝‐ー一一一‐一■ぬ■←‐●争凸←全一

総 会決議公告

昭和33年6月11日開催の第12回通常総会において次の通り議決されましたので公告します。

昭和33年6月11日社団澱人日本林業技術協会
理事長松川恭佐

会員各位

記
第1号議案昭和32年度業務報告並に収支決算報告の件
原案通り承認可決（別記）

第2号議案昭和33年度事業方針並に収支予算の件
原案通り可決（別記）

第3号議案昭和33年度借入金の限度に関する件
借入金の限度を金600万円とすることを議決

第4号議案役員の任期満了につき改選の件
別記の通り選任

第5号議案定款の一部変更に関する件

定款第13条のあとに次の1条を加える。

第13条の1本会に顧問を置くことができる。顧問は総会の推駕によって理事長が委嘱まる。
顧問は重要な会務に関して意見を述べる
原案の通り可決

第6号議案顧問推薦の件

顧問に前林野庁長官石谷憲男氏を推薦することを議決
lP9◆■!■q早い●岳｡●Ce●①｡｡■●●■b●●●●G巳■今●｡。●●●｡で●pbb■●p■■ローい－▲与令一■一○■■早=■G白与■●毎一一一今争●ひ一一一｡G匂｡
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昭和32年度決算報告 4．当斯剰余金

前期繰越金2,898,645円

当期剰余金1,522,230円

計4,420＃875円

之を処分すること次の如し

後期繰越金4,420,875R

昭和33年度事業方針
「林業技術」の内容充実を図る･

蕊繍亨鍬濯議罐蕊繁騨仁
艤瀦蕊#裟鶏溌購X魏鱗富鴻
に含める。

息灘欝牒蕊驍曼慧鶏ﾔ灘蕊鵜了
この事業に則応する体制として別に技術スタッフを
組織する。

鰯鱒騨連の多い他の赫蕊団体と臆一層提携
従来より実施中または計画中の方針のうち，次の各

著項撫難難鶏糞る。

;驚灘繍靜鍵職“
以上各項を強力に実施するために顧問並に参与を委
嘱する。

昭和33年度予算
1．経繕部

1．損益計算書自昭和32年4月1日至昭和33年3月31日

損
一
率 ｜

令

|金額

益 金

科目｜金額
円

847,150
6,700,808

3,447,548

3，885，726
186,442

40.313,143

65,024

63,795
92,791

595,308

1，522，230

円
5,393,581
371，100

49，753，796
291，500
58，141

832，676
1,019,171

認首鮮鬘
運営費

驚霞婁
事業費i
支払利息i

会費収入
会館収入
事業収入
広告料収入
利子収入
雑収入
期末棚卸高

１
２

3

寶噌支黒I
難騨鴬

4

計’57,71,,96＄計57，

５
６

~

2．貸借対照表昭和33年3月31日

＆借 方 貸．方

額笠_目｜金績||科周｜
門

地建物5,703,844基本財産

蕊

金額

円
5,982,631

2，898，“5
500,000

2，638，0鐸
15,208,635
1,522,230

7
土地建物
什器備品
…

屋 備
部分林
棚卸高
売掛金
未収入金

寝呼鴬
前払費用
未経過利息
現金及預金

計

I

収

科

会費収
会館収
事業収

謹
調
出
会

議霧

捌
細
叫
珂

■

出麦入
313,000
909,731

2,780
3，311，5“

目｜金１
口

．
円
”
叩
叩
叩
叩
叩
叩

額
０
０
０
０
０
０
０

７
２
０
７
６
０
０

〃
夕
，
３
〃
，
ｐ

金
“
哩
叩
翠
坐
釦

５
３
７
１

１

〃
刀

１
入
入
入
孵
噛
蝿
卿
幅

目 額
一
円
皿
皿
皿
皿

科

’
ガ
■

《

宜

季

金曾驚
驚蚕蕊
財記驫林驚
事業饗

蕊
写爽掴製作粟賀

計
予備金

7，553
3,045

4，092
485

－ －

計|28;750,18428,750.

3．財産 目録昭和33年3月31日
54．000

目 ｜金科 額

予

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

Ｊ
，
？
，
，
ｐ
Ｊ
，

０
０
０
０
３
０
０
０

０
０
０
０
７
６
５
８

２
６
２
９
５
３

Ｊ
ｐ
刃
３
９

１
。
》
４
《
４
今
０

１
４

入
入
入
嘘
入
入
入

》
》
》
》
計
識
子
収

収
収

広
利
雑

４
６
１
Ｆ

２
５
00,000

60,000

5，000
00,000

60，000
70,000

60,000

60，000
15,000

88,009

円
5,703,844
24,300

993，652
871，310
1,019,171

603,490
15,412,415

85，000

313,000

909,731
2,730

8,311,541

土地建物
雪幽

江 備

什器備胤部分
棚卸品
売掛金
未収入金
有価証券
仮払金
前払饗用
未経過利息
現金及預金

4

’5

6，8
11,6

3，9
31．5

合計|46,832,00011 合計

2．臨時部
一一一

合計

額

出
一
金

収 麦

額

入
金

28,750,184

目’目’ 科科借
仮
未

金
金
金

入
受
払

500,000

2，638，“3
15,208,635 門

皿
皿
一
岬
一

６
０
６

２
３
６

１
９
０

１
ｐ
Ｊ

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
０
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

典
菱
饗

事
入
計

串
集
職

業
地
合

林
編
土

ｉ
１

円
叩
叩
叩

４
０
４

０
０
０

６
０
６

２
３
６
’

１
９
０

分
〃
７

９
３
３

金
金
計

入
入

借
借

合

計 18,346,678

正味財産’ 10,403,506
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第4回林業技術
昔
貝

本会では昭和26年「林業技術協会賞」を制定し，以降3回にわたり林業技術振興の功績者を表彰し

たが，今回から「林業技術賞jと改称し，その受賞者を選考するため，全国各支部からの推薦に基ずき，

選考委員会において慎重審査の結果，下記の通り水津氏一人が決定し，その表彰式を去る6月11日の

総会において，石谷・山崎・新旧長官臨席のもとに，行った。

受賞者水津利定氏（島根県農林部林業専門技術員）

わたり，その技術普及腱尽力した功績は尽大である。も
業績慨要） ちろん島根八名がまは，同氏1人の功績によって今日あ

同氏は島根県出身で，当年54才の篤学な製炭技術者るに至ったのではなく，大正9年に島根県山林会が，愛

である。大正8年に郷里の須川村村立実業補習学校を率知県八名郡の平田政衛氏を招へいして，当時副業程度に

業，同15年に挫林省主催・第8回林業識習会（製炭部過ぎなかった県下の製炭醜業に取りいれたことに始まる

門）を修了後，製炭技術の修練に努力し，昭和8年に島のであるが，水津氏がその協力者と共に，よく先人の違

根県農林技手を拝命して以来25年間，同県内の炭が童業を受け継いで，技術的には収炭率0.172強の改良がま

の技術改良とその普及に尽力して現在に至っている。そにまで育て上げ，煮た一方に猪いては八名がまの普及に

の間昭和20年にば模範職員として知事賞を授与され，努められた結果，「島根八名がま」を今日あらしめ海の

昭和25年に林業専門技術普及員となった。であって，良質木炭の増産と資源の節減の成果を上げて

同氏は特に黒炭の改良がまとして，島根八名（ヤナ）いることは，本質の趣旨に最も適当するものと考えられ

が蓑の技術的研究と，県内の承ならず広く西日本地域にる。

一
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本会役員 会務報告
一～一テーーー

◇本会特別功労者に感謝状贈呈

本会が日林協と改称以来，支部分会組織の整備，会
員の増加その他各種支部事業の推進等に特に尽力され

本会の発展に多大の貢献された下記二氏に対し，本会
は改称10周年を機会に，特別功労者として去る6月

，11日の第12回通常総会において感謝伏と記念品を贈
呈した。

白井弥栄氏（大阪営林局麦部）
山中三十四氏（長野県支部）

◇本年度第1回理事会

6月11日午前9時から12時まで本会において開
催総会提出議案，顧問推聴の件，参与委嘱の件其の
他について協議した。

◇各支部の幹事打合会

6月12日午前10時から開催，各麦部の事務処理方
法，各支部からの要望聯誇便ついて打合せた。出席

者は7営林局支部と11県支部の計18支部であった。

（昭和33年6月11日改選）

松川恭佐

松原茂

大久保恭丸田和夫孕石正久

川床』蝿高橘克巳橋本興良

南享二吉田好彰池田伍六

小田糖避田久夫手束誇一

大福喜子男公平秀蔵犬友栄松

右田伸彦夏目正飯島富五郎

佐伯操次金谷純男山村誠治

吉田博谷鱗正三

内田映友野桂輔小林鑑一

小滝英夫曾根田美喜夫鯉淵隆

小関福男渡辺恒雄平野孝二

堀正之矢沢頼忠菊地啓

中野精塚野忠三木下皓策

末松信雄山田耕画11"

福田次郎甲斐原一郎相馬五郎

奈良英二北原完治

理事長
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Ｉ
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Ｂ
６
判
上
製
三
二
○
頁
定
価
三
八
○
円
〒
三
○
円

（
内
容
概
要
）
木
材
の
溝
造
と
物
理
的
性
質
・
製
材
用
原
木
・
原
木
の
末
口
挽
と
元
口

挽
・
木
取
り
基
本
図
・
板
目
木
取
り
と
柾
目
木
取
り
・
製
品
の
大
き
さ
と
丸
太
の
径
級
．

木
表
と
木
裏
・
木
材
の
暇
瑛
・
製
材
の
延
寸
．
分
入
れ
と
分
切
れ
・
製
材
木
取
り
形
湿
と

品
等
・
各
種
材
の
材
積
計
算
方
法
・
製
材
歩
止
り
・
輸
出
向
吋
製
材
・
各
種
特
種
用
材
の

製
材
法
・
側
板
の
木
取
り
・
製
品
の
仕
上
・
用
語
解
説
等

Ｂ
５
判
上
製
七
三
六
頁
定
価
二
二
○
○
円
〒
八
○
円

蕊
う
べ
ぎ
わ
が
国
森
林
賓
源
の
枯
渇
状
況
を
救
う
手
段
と
し
て
の
早
期
育
成
林
業
の
重

要
さ
は
、
近
時
林
業
関
係
者
の
等
し
く
認
識
し
て
い
る
事
柄
で
あ
る
が
、
か
ね
て
か
ら
最

も
声
を
大
に
し
て
こ
の
事
を
提
唱
し
て
来
た
林
綜
協
が
、
本
邦
林
学
及
び
林
業
の
第
一
線

に
立
つ
権
威
者
釦
余
氏
に
委
嘱
し
、
早
期
育
成
林
業
の
技
術
的
現
段
階
の
総
ざ
ら
え
と
も

云
う
べ
き
本
書
の
刊
行
を
企
図
し
て
よ
り
二
年
、
関
係
官
民
の
一
致
協
力
に
よ
り
漸
や
く

刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、
本
邦
林
業
界
の
行
手
に
輝
し
い
光
明
を
も
た
ら
す
も
の

と
し
て
職
賀
に
た
え
な
い
次
第
で
あ
る
。
（
五
月
中
旬
刊
行
）

（
主
要
内
容
）
第
一
編
林
地
肥
培
第
一
章
林
地
肥
培
の
指
導
と
そ
の
展
開
第

二
章
林
地
肥
培
の
技
術
的
諸
問
題
第
三
章
林
地
肥
培
の
効
果
に
関
す
る
二
・
三
の

問
題
第
四
章
林
地
肥
培
の
実
例
と
そ
の
解
説
第
五
章
綜
合
的
考
察
・
文
献
及
び

資
料
第
二
編
林
木
育
種
①
総
論
②
ス
ギ
③
マ
ツ
④
カ
ラ
マ
ツ
⑤
そ
の
他

Ｉ
各
産
地
・
形
態
的
変
異
・
選
抜
育
種
・
交
雑
育
種
・
引
用
文
献
第
三
編
外
国
樹
種

第
一
章
各
論
第
二
章
見
本
林
第
四
編
特
殊
早
期
育
成
林
業
①
肥
培
林
業

②
潅
水
林
業
③
短
伐
期
林
業

北
海
道
技
師
伊
津
慶
一
著
Ｉ
製
材
技
術
者
必
携
書

森
林
資
源
綜
合
対
策
協
議
会
編
（
好
評
発
売
中
）

東
京
都
千
代
田
区

神
田
旅
篭
町
三
の
六

（
各
内
容
説
明
書
送
呈
）

１
１ 駕

製
材
木
取
法

理

早
期
育
成
林
業

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

華

際 閥

期
育木産

業
図
書
株
式
会
社

振
替
東
京
二
七
七
二
四
番

電
話
（
お
）
○
五
八
三
’
四

戒取

|‘

業
重好

版評
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行

繩
岬
二
粁
程
》
唯
串
酔
申
》
三
甑
郵
便
物
認
可
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（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

従来鍬等で行っていた

下刈・地栫・柴ﾒij･林道切開等の手作業は，
マツカラープラツシユカツターによって完全

に機械化されています。動力はマツ
カラーチエンソーのエンジンを共用

出来ますので至極便利です。

優美な試験成績と型録を差上
げます。（御照会下さL､）

林
業
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